
全 日 電 工 連 平成 14 年 3 月 1日第 396 号(1) ( 第３種郵便物認可)

　

こ
の
成
果
報
告
は
、
雇
用
・

能
力
開
発
機
構
か
ら
の
委
託
を

受
け
、
平
成　

年
度
か
ら
3
ヶ

11

年
継
続
事
業
と
し
て
取
り
組
ん

で
き
た
同
事
業
の
集
大
成
と
な

る
も
の
で
、「
挑
戦
！　

提
案
型

技
術
営
業
で
収
益
改
善
」（
提
案

型
技
術
営
業
に
取
り
組
む
た
め

の
自
社
の
現
状
分
析
の
す
す
め

方
）
を
テ
ー
マ
に
行
な
わ
れ
た
。

講
師
に
藤
澤
一
公
電
気
工
事
業

産
業
雇
用
高
度
化
推
進
事
業
推

進
委
員
会
委
員
長
、
尾
池
一
仁

同
委
員
、
清
水
信
彦
同
推
進
員

を
招
き
、
雇
用
・
能
力
開
発
機

構
の
協
力
を
得
て
行
わ
れ
た
。

　

こ
の
発
表
会
の
模
様
は
、
東

京
・
墨
田
区
の
「
ア
ビ
リ
テ
ィ

ガ
ー
デ
ン
」
施
設
内
の
ス
タ
ジ

オ
か
ら
通
信
衛
星
回
線
を
通
じ

て
、
全
国　

ヶ
所
に
あ
る
雇
用
・

47

能
力
開
発
機
構
都
道
府
県
セ
ン

タ
ー
に
集
ま
っ
た
約
7
0
0
名

の
青
年
部
員
や
組
合
員
、
一
般

の
参
加
者
に
も
リ
ア
ル
タ
イ
ム

で
放
映
さ
れ
た
。

　

放
映
の
冒
頭
挨
拶
に
立
っ
た

藤
澤
委
員
長
は
、「
全
日
電
工
連

が
推
進
し
て
い
る
提
案
型
技
術

営
業
は
、
皆
様
方
が
日
頃
か
ら

や
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
と
何
ら

変
わ
り
ま
せ
ん
。
顧
客
の
ニ
ー

ズ
に
合
っ
た
営
業
を
展
開
し
て

い
く
た
め
に
は
、
顧
客
の
疑
問
、

考
え
方
に
対
し
て
深
く
入
り
こ

む
こ
と
に
よ
っ
て
信
頼
関
係
が

構
築
さ
れ
る
わ
け
で
す
。
今
日

か
ら
皆
様
と
一
緒
に
な
っ
て
提

案
型
営
業
に
取
り
組
ん
で
い
く

こ
と
が
私
の
念
願
で
ご
ざ
い
ま

す
。」
と
述
べ
、
自
社
で
自
ら
行

な
っ
た
取
り
組
み
を
発
表
し
た
。

　

ま
た
、
双
方
向
通
信
機
能
を

持
つ
情
報
通
信
シ
ス
テ
ム
を
利

用
し
た
質
疑
応
答
で
は
、
北
海

道
、
埼
玉
、
愛
知
、
千
葉
、
神

奈
川
、
沖
縄
な
ど
北
か
ら
南
ま

で
全
国　

会
場
に
集
ま
っ
た
青

47

年
部
員
、
組
合
員
か
ら
の
活
発

な
質
問
に
、
講
師
の
藤
澤
委
員

長
、
尾
池
委
員
が
持
ち
時
間
を

一
杯
に
使
い
精
力
的
な
回
答
に

努
め
て
い
た
。

　

質
疑
応
答
を
終
え
た
尾
池
委

員
は
、「
現
在
電
気
工
事
業
界
を

取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
さ
を
増

し
て
お
り
、
提
案
型
受
注
構
造

の
確
立
な
く
し
て
電
気
工
事
業

界
の
未
来
は
な
い
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
。
同
委
員
会
が
策
定
し
、

本
日
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
方

に
配
布
し
た
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
や

Ｃ
Ｄ
‐
Ｒ
Ｏ
Ｍ
は
、
企
業
規
模

の
大
小
や
業
務
内
容
に
関
わ
ら

ず
全
国
組
合
員
の
方
々
に
活
用

し
て
頂
け
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

本
日
全
国　

都
道
府
県
の
会
場

47

に
お
集
ま
り
下
さ
っ
た
方
々
が

自
ら
提
案
型
技
術
営
業
を
実
践

し
、
そ
の
成
果
を
地
域
の
普
及

活
動
の
一
助
に
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。」
と
、

全
体
を
ま
と
め
た
。

　

全
日
電
工
連
の
重
要
事
業
項

目
の
一
環
と
し
て
平
成　

年
か

11

ら
3
ヶ
年
の
継
続
事
業
と
し
て

取
り
組
ん
で
き
た
電
気
工
事
業

産
業
雇
用
高
度
化
事
業
も
、
今

年
3
月
で
全
て
の
事
業
項
目
を

終
了
す
る
。

　

全
日
電
工
連
で
は
、
今
後
も

高
齢
化
社
会
の
急
速
な
発
展
、

情
報
通
信
事
業
関
連
の
規
制
緩

和
促
進
な
ど
の
社
会
的
取
組
み

に
対
応
し
て
い
く
た
め
、
顧
客

の
立
場
に
立
っ
た
提
案
を
し
、

か
つ
積
極
的
に
顧
客
と
の
接
点

を
持
っ
て
信
頼
関
係
を
築
い
て

い
け
る
よ
う
、
3
ヶ
年
事
業
終

了
後
も
各
組
合
、
全
国
青
年
部

協
議
会
と
連
携
し
、
こ
れ
ら
の

提
案
型
技
術
営
業
の
全
国
展
開

を
一
層
推
進
し
て
い
く
。

　

全
日
電
工
連
は
2
月　

日
峨
、
東
京
・
墨
田
区
の
「
生
涯

19

職
業
能
力
開
発
促
進
セ
ン
タ
ー
（
愛
称　

ア
ビ
リ
テ
ィ
ガ
ー

デ
ン
）
」
に
お
い
て
、「
電
気
工
事
業
産
業
雇
用
高
度
化
推
進

事
業
」
成
果
発
表
会
を
開
催
し
た
。
全
日
電
工
連
で
は
、
各

企
業
及
び
業
界
の
活
性
化
、
構
造
改
革
の
推
進
に
は
、「
提
案

型
技
術
営
業
」
へ
の
取
り
組
み
が
不
可
欠
で
あ
る
と
い
う
前

提
で
そ
の
条
件
整
備
及
び
具
体
的
な
ス
テ
ッ
プ
と
ツ
ー
ル
作

成
を
重
要
事
業
と
し
て
推
進
し
て
き
た
。

拳

拳

拳

拳

拳

拳

拳

拳

拳

拳

拳

拳

拳

拳

拳

拳

拳

拳

拳

拳

拳

拳

拳

拳

拳

拳

拳

拳

拳

拳

拳

拳

拳

拳

拳

拳

拳

拳

拳

拳

拳

拳

拳

拳

拳

拳

拳

拳

拳

拳

拳

拳

拳

拳

拳

拳

拳

拳

拳

拳

拳

拳

拳

拳

拳

拳

拳

拳

拳

拳

拳 拳
拳 拳
拳 拳
拳 拳
拳 拳
拳 拳
拳 拳
拳 拳
拳 拳
拳 拳
拳 拳
拳 拳
拳 拳
拳 拳
拳 拳
拳 拳
拳 拳
拳 拳
拳 拳
拳 拳
拳 拳
拳 拳
拳 拳
拳 拳
拳 拳
拳 拳
拳 拳
拳 拳
拳 拳
拳 拳
拳 拳
拳 拳
拳 拳
拳 拳
拳 拳
拳 拳
拳 拳
拳 拳
拳 拳
拳 拳
拳 拳
拳 拳
拳 拳
拳 拳
拳 拳
拳 拳
拳 拳
拳 拳
拳 拳
拳 拳
拳 拳
拳 拳
拳 拳
拳 拳

拳 拳

拳 拳

リ
ア
ル
タ
イ
ム
な
質
疑
応
答

雇
用
高
度
化
事
業

の
成

果

を

報

告

　

全
日
電
工
連
は
2
月　

日
牙
、

28

全
国
理
事
会
並
び
に
臨
時
総
会
、

政
治
連
盟
評
議
員
会
、
国
民
年
金

基
金
代
議
員
会
を
東
京
・
芝
の
全

日
電
工
連
会
館
に
お
い
て
開
催
。

　

平
成　

年
度
更
正
予
算
案
並
び

13

に
事
業
報
告
、
平
成　

年
度
収
支

14

予
算
案
並
び
に
事
業
項
目
、
一
般

用
電
気
工
作
物
の
調
査
業
務
に
関

す
る
事
項
、
第
一
種
電
気
工
事
士

定
期
講
習
に
関
す
る
事
項
、
第
三

者
損
害
賠
償
制
度
改
正
に
関
す
る

事
項
、
提
案
型
技
術
営
業
へ
向
け

て
の
条
件
整
備
に
関
す
る
事
項
な

ど
、
提
出
さ
れ
た
重
要
議
案
を
慎

重
に
審
議
し
た
。

　

ま
た
同
会
終
了
後
、
昨
年
1
月

に
亡
く
な
ら
れ
た
故
米
沢
外
秋
全

日
電
工
連
前
会
長
の
生
前
の
電
気

工
事
業
界
へ
の
多
大
な
功
績
を
称

え
胸
像
が
製
作
さ
れ
、
そ
の
除
幕

式
が
関
係
者
多
数
を
招
き
行
な
わ

れ
た
。
な
お
、
詳
細
は
次
号
に
掲

載
予
定
。

2 月 28 日臨時総会

重要議案を審議

放映に臨む藤澤委員長、

　　　　　　尾池委員、清水推進員（右から）

全国 47ヶ所の会場で組合員が参加

（写真は東京会場）

リハーサルを繰り返し万全の準備で臨んだ

広告スペース

広
告
ス
ペ
ー
ス



全 日 電 工 連 平成 14 年 3月 1 日(第３種郵便物認可) (2)第 396号

『でんき 元気』

　キャンペーンの推進を

全
国
事
務
局
長
会
議
開
か
れ
る

構
造
的
な
変
革
に
迅
速
な
対
応
を

　

全
日
電
工
連
は
2
月　

日
峨
、

12

全
国　

都
道
府
県
工
組
か
ら
事

47

務
局
長
を
召
集
し
東
京
・
芝
の

全
日
電
工
連
会
館
に
お
い
て
全

国
事
務
局
長
会
議
を
開
催
し
た
。

　

会
議
に
先
立
ち
挨
拶
に
立
っ

た
徳
住
一
郎
会
長
は
、「
電
気
工

事
業
界
は
今
、
大
き
な
転
換
点

を
迎
え
て
お
り
、
業
界
全
体
で

の
大
き
な
構
造
改
革
と
顧
客
に

対
す
る
意
識
改
革
が
必
要
で
あ

る
。
顧
客
と
直
接
対
話
し
て
よ

り
良
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
図
り
、
新
た
な
需
要
に
結
び

付
け
た
い
。
そ
し
て
そ
れ
ら
の

事
業
展
開
の
要
と
な
る
の
が
全

国
各
都
道
府
県
の
事
務
局
の
皆

さ
ん
で
あ
る
。」
と
、
出
席
し
た

全
国
の
事
務
局
長
に
向
け
協
力

を
依
頼
し
た
。

　

全
国
所
属
組
合
員
が
電
気
工

事
施
工
の
際
、
万
一
の
賠
償
責

任
を
補
填
す
る
制
度
と
し
て
大

き
な
役
割
を
図
っ
て
き
た
第
三

者
損
害
賠
償
制
度
に
つ
い
て
は
、

昭
和　

年
の
発
足
以
来
、
社
会

54

情
勢
の
変
化
及
び
電
気
工
事
業

界
に
お
け
る
技
術
の
進
歩
に
伴

な
い
、
数
度
に
わ
た
り
制
度
の

見
直
し
が
図
ら
れ
て
き
た
が
、

近
年
の
電
気
工
事
業
界
を
取
り

ま
く
社
会
構
造
の
変
化
は
予
想

を
超
え
て
進
ん
で
お
り
、
全
日

電
工
連
も
そ
れ
ら
の
変
化
に
柔

軟
に
対
応
し
て
い
く
方
針
で
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
第
一
種
電
気
工
事
士

定
期
講
習
に
つ
い
て
は
、
講
習

制
度
を
存
続
し
た
ま
ま
公
益
法

人
以
外
を
指
定
す
る
こ
と
で
方

向
が
固
ま
り
つ
つ
あ
る
。

　

平
成　

年
度
か
ら
は
、
苛
電

14

気
工
事
技
術
講
習
セ
ン
タ
ー
に

変
わ
り
、
独
立
行
政
法
人
「
製

品
評
価
技
術
基
盤
機
構
」
が
実
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施
機
関
と
な
り
新
し
い
体
制
の

も
と
で
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
予
定
。

　

そ
の
ほ
か
、
一
般
用
電
気
工

作
物
の
調
査
業
務
の
進
捗
状
況

が
全
国
各
ブ
ロ
ッ
ク
別
、
都
道

府
県
別
に
報
告
さ
れ
、
電
気
保

安
問
題
の
方
向
性
と
対
策
に
つ

い
て
検
討
。

　

ま
た
全
日
電
工
連
が
昨
秋
か

ら
全
国
規
模
で
進
め
て
い
る
提

案
型
技
術
営
業
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

の
『
で
ん
き　

元
気
』
の
実
施

状
況
に
つ
い
て
も
報
告
さ
れ
、

今
後
、
積
極
的
、
継
続
的
に
進

め
て
ゆ
く
。

　

2
月
5
日
峨
、
総
務
委
員
会

（
山
上
昭
吾
委
員
長
）
が
開
か

れ
た
。

　

昭
和　

年
の
発
足
以
来　

数

54

20

年
経
過
し
た
第
三
者
損
害
賠
償

制
度
は
、
電
気
工
事
な
ど
の
施

工
の
際
に
所
属
組
合
員
の
万
一

の
賠
償
責
任
を
補
填
す
る
制
度

と
し
て
大
き
な
役
割
を
担
っ
て

き
た
。
こ
れ
ま
で
も
技
術
の
急

激
な
進
歩
や
社
会
構
造
の
大
き

な
変
化
に
対
応
す
べ
く
数
度
の

見
直
し
を
図
っ
て
き
た
が
、
こ

こ
数
年
の
構
造
変
革
を
受
け
て

本
制
度
の
基
礎
的
概
念
等
の
見

直
し
を
進
め
て
お
り
、
臨
時
総

会
に
諮
っ
た
上
で
6
月
1
日
か

ら
実
施
し
て
い
く
方
針
だ
。　

　

ま
た
、
平
成　

年　

月
7
日

14

11

牙
に
愛
媛
県
松
山
市
の
愛
媛
県

民
文
化
会
館
で
開
催
予
定
の
第

　

回
電
気
工
事
業
全
国
大
会
に

19つ
い
て
は
、
実
施
概
要
な
ど
を

討
議
。
全
日
電
工
連
事
務
局
と

の
調
整
も
順
調
に
進
ん
で
お
り
、

今
後
は
主
管
で
あ
る
四
国
電
気

工
事
組
合
連
合
会
と
検
討
を
重

ね
て
い
く
。

　

さ
ら
に
、
平
成　

年
1
月
に

13

逝
去
さ
れ
た
故
米
沢
外
秋
前
会

長
を
称
え
る
胸
像
が
今
年
1
月

末
に
完
成
し
、
そ
の
除
幕
式
が

2
月　

日
牙
、
遺
族
を
始
め
全

28

日
電
工
連
顧
問
、
相
談
役
、
役

員
、
関
係
団
体
、
マ
ス
コ
ミ
等

1
2
0
名
余
り
が
集
ま
り
、
東

京
・
芝
の
東
京
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ

ル
に
お
い
て
行
な
わ
れ
披
露
さ

れ
る
。

全
国
ブ
ロ
ッ
ク
、
工
組
の
事
務
局
長
が
出
席

総 務 委 員 会

第
三
者
損
害
賠
償
制
度
見
直
し
へ

愛
媛
全
国
大
会
、
準
備
着
々

故
米
沢
前
会
長
の
胸
像
完
成

「
事
務
局
が
要
」
と
挨
拶
す
る
徳
住
会
長

会
議
で
は
積
極
的
な
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
た

総
務
委
員
会
で
は
山
積
す
る
諸
問
題
が
討
議
さ
れ
た

広告スペース



全 日 電 工 連 平成 14 年 3 月 1日第 396 号(3) ( 第３種郵便物認可)

県下から関係者が集いキャンペーンの成功を祝った

特別表彰を受けた共栄電気（中央）とミツル電工（左）

「でんき　元気」キャンペーン

「でんき　元気」キャンペーンのワードデザイン

　

全
日
電
工
連
で
は
、
技
術
経

営
委
員
会
、
雇
用
高
度
化
委
員

会
及
び
保
守
管
理
委
員
会
が
連

動
し
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
市
場
の

拡
大
と
活
性
化
、
新
た
な
需
要

の
掘
り
起
こ
し
を
図
る
た
め
、

顧
客
管
理
名
簿
の
作
成
・
デ
ー

タ
化
と
継
続
的
な
訪
問
活
動
に

よ
る
顧
客
・
需
要
家
と
の
信
頼

関
係
を
構
築
し
て
い
く
提
案
型

技
術
営
業
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
「
で

ん
き　

元
気
」
を
全
国
規
模
で

進
め
て
い
る
。

　

一
般
住
宅
や
店
舗
・
工
場
な

ど
の
非
住
宅
分
野
の
ス
ト
ッ
ク

需
要
に
積
極
的
に
進
出
し
、
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
市
場
で
の
電
気
工

事
需
要
の
創
出
を
目
指
す
。
Ｉ

Ｈ
ク
ッ
キ
ン
グ
ヒ
ー
タ
ー
や
電

気
温
水
器
、
蓄
熱
式
電
気
暖
房

機
な
ど
2
0
0
ボ
ル
ト
化
機
器

を
中
心
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
生
涯

顧
客
を
獲
得
す
る
の
が
狙
い
だ
。

　

2
月
7
日
現
在
、
説
明
会
を

行
な
い
、
す
で
に
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
実
施
し
て
い
る
の
は
富
山
、

石
川
、埼
玉
、
奈
良
、和
歌
山
、岡

山
、
佐
賀
、
宮
崎
の
8
県
。
説

明
会
を
行
な
い
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
計
画
し
て
い
る
の
は
、
北
海

道
、
岩
手
、
秋
田
、
宮
城
、
山

形
、
福
井
、
群
馬
、
山
梨
、
愛

知
、
愛
知
、
長
野
、
岐
阜
、
大

阪
、
兵
庫
、
広
島
、
徳
島
、
長

崎
、
宮
崎
の　

道
府
県
。

16

　

ま
た
、
こ
れ
か
ら
説
明
会
を

実
施
又
は
予
定
し
て
い
る
の
は
、

青
森
、
福
島
、
新
潟
、
茨
城
、

栃
木
、千
葉
、
東
京
、神
奈
川
、静

岡
、
三
重
、
滋
賀
、
京
都
、
鳥

取
、
山
口
、
高
知
、
福
岡
、
大

分
、
熊
本
、
鹿
児
島
、
沖
縄
の

　

都
府
県
と
な
っ
て
い
る
。

20
　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
進
め
方
と

し
て
は
、
協
賛
会
社
の
各
地
区

担
当
者
が
各
ブ
ロ
ッ
ク
連
合
会

並
び
に
各
組
合
を
訪
問
し
、「
今

な
ぜ
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
が
必

　

経
済
産
業
省
原
子
力
安

全
・
保
安
院
は
2
月　

日
峨
、

19

総
合
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
調
査

会
（
経
済
産
業
相
の
諮
問
機

関
）
原
子
力
安
全
・
保
安
部

会
の
下
に
設
置
さ
れ
た
電
力

安
全
小
委
員
会
の
第
三
回
会

合
を
開
き
、
全
日
電
工
連
か

ら
徳
住
一
郎
会
長
が
同
委
員

と
し
て
出
席
し
た
。

　

小
委
員
会
で
は
、
自
家
用

電
気
工
作
物
の
設
置
者
へ
の

立
ち
入
り
検
査
と
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
の
結
果
が
報
告
さ
れ

た
後
、
工
事
と
保
安
を
同
一

の
者
が
行
な
わ
な
い
と
い
う

「
保
工
分
離
の
原
則
」
の
在

り
方
や
電
気
主
任
技
術
者
の

外
部
委
託
先
の
拡
大
な
ど
、

今
後
の
電
気
保
安
体
制
の
方

向
性
を
検
討
し
、
平
成　

年
11

に
施
行
さ
れ
た
改
正
電
気
事

業
法
に
よ
る
一
般
用
電
気
工

作
物
の
調
査
業
務
へ
の
民
間

法
人
参
入
の
現
状
に
つ
い
て

も
検
証
を
行
な
っ
て
い
く
。

な
お
、
同
小
委
員
会
は
今
年

6
月
ま
で
に
計
6
回
の
会
合

を
設
け
、
報
告
書
を
取
り
ま

と
め
る
。

　

新
潟
県
電
気
工
事
工
業
組
合

（
坂
内
良
雄
理
事
長
）
は
2
月

　

日
我
、
新
潟
市
内
の
ホ
テ
ル

13に
お
い
て
「
Ｉ
Ｈ
販
売
感
謝
の

夕
べ
」
を
開
催
し
た
。

　

同
工
組
で
は
、
昨
年
8
月
か

ら
平
成　

年
度
事
業
活
動
の
一

13

環
と
し
て
東
北
電
力
㈱
新
潟
支

店
と
共
催
し
、「
Ｉ
Ｈ
ク
ッ
キ
ン

グ
ヒ
ー
タ
ー
工
事
費
割
引
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施
し
た
。

　

県
下
組
合
員
1
8
1
社
が
参

加
し
た
同
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は　
12

月
末
に
終
了
し
、
当
初
の
予
想

を
大
幅
に
上
回
る
4
6
2
台
の

Ｉ
Ｈ
ク
ッ
キ
ン
グ
ヒ
ー
タ
ー
を

売
上
げ
、
関
係
各
位
に
感
謝
の

意
を
表
し
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
参
加

組
合
員
の
労
を
ね
ぎ
ら
う
た
め

に
新
潟
電
工
組
は
こ
の
会
を
設

け
た
。
第
一
部
は
提
案
型
技
術

営
業
を
テ
ー
マ
に
し
た
記
念
講

演
、
第
二
部
は
記
念
パ
ー
テ
ィ

ー
が
開
か
れ
た
。

　

記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
で
は
、
坂

内
良
雄
理
事
長
に
よ
る
主
催
者

挨
拶
の
後
、
Ｉ
Ｈ
販
売
表
彰
者

1
8
1
社
の
代
表
と
し
て
、
禍

佐
藤
電
設
工
業
に
感
謝
状
が
授

与
さ
れ
た
。
ま
た
、
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
中　

台
を
販
売
し
た
共
栄

27

電
気
㈱
と
、
同
じ
く　

台
を
販

23

売
し
た
㈱
ミ
ツ
ル
電
工
の
2
社

が
特
別
表
彰
を
受
け
、
こ
れ
に

対
し
共
栄
電
気
㈱
の
斎
藤
賢
氏

が
代
表
し
て
謝
辞
を
述
べ
た
。

　

当
日
は
、
東
北
電
力
㈱
新
潟

支
店
の
役
員
を
始
め
、
小
林
稔

全
日
電
工
連
副
会
長
、
藤
本
達

男
東
北
七
県
電
気
工
事
組
合
連

合
会
事
務
局
長
、
脇
哲
雄
新
潟

県
電
化
シ
ス
テ
ム
普
及
推
進
協

議
会
会
長
他
、
関
係
団
体
、
メ

ー
カ
ー
な
ど
多
く
の
来
賓
が
招

か
れ
、
杉
山
眞
一
東
北
電
力
㈱

常
務
取
締
役
新
潟
支
店
長
、
徳

住
一
郎
全
日
電
工
連
会
長
、
池

田
貫
一
東
北
七
県
電
気
工
事
組

合
連
合
会
理
事
長
の
祝
辞
が
披

露
さ
れ
た
。

　

祝
宴
が
始
ま
る
と
会
場
は
和

や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
、
出

席
者
は
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
の
互

い
の
労
を
ね
ぎ
ら
い
あ
っ
た
。

新 潟 県 工 組

Ｉ
Ｈ
販
売
感
謝
の
夕
べ

来
賓
多
数
を
招
き
盛
大
に
開
催

4 6 2 台 の
販 売 達 成

顧
客
の
需
要
に
応
え
る
提
案
を

現在 8 県工組
で 実 施 中

『で
ん
き 
元
気
』
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

要
な
の
か
」
、
そ
し
て
「
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
工
事
の
提
案
成
功
の
ポ

イ
ン
ト
」
や
「
提
案
の
シ
ナ
リ

オ
と
ツ
ー
ル
の
紹
介
」
な
ど
、

そ
の
実
施
方
法
や
協
力
体
制
な

ど
の
説
明
を
行
な
う
。

　

そ
の
後
、
同
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

に
参
加
す
る
希
望
者
は
、
各
都

道
府
県
工
組
事
務
局
に
お
い
て

「
住
宅
コ
ー
ス
」「
非
住
宅
コ
ー

今
後
の
電
気
保
安

　

体
制
の
方
向
性
検
討

電力安

全小委

ス
」
を
選
択
し
、
参
加
を
申
し

込
む
。

　

同
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
参
加
申
し

込
み
後
は
、
説
明
会
や
決
起
大

会
、
発
表
会
等
に
参
加
者
を
集

め
、
バ
ッ
チ
や
名
刺
シ
ー
ル
、

ポ
ス
タ
ー
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
趣

旨
書
な
ど
の
支
援
ツ
ー
ル
を
配

布
す
る
。

　

さ
ら
に
住
宅
コ
ー
ス
向
け
に

「
無
料
診
断
お
勧
め
チ
ラ
シ
」

や
「
お
取
り
替
え
お
勧
め
チ
ラ

シ
」
、「
電
気
設
備
診
断
カ
ル
テ
」

な
ど
を
、
ま
た
非
住
宅
コ
ー
ス

向
け
に
「
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
宣
言

書
」
、「
オ
フ
ィ
ス
提
案
パ
ン
フ
」

「
照
明
省
エ
ネ
個
別
提
案
書
作

成
用
実
態
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
」
、

「
照
明
省
エ
ネ
個
別
提
案
書
作

成
用
Ｃ
Ｄ
倆
Ｒ
Ｏ
Ｍ
」
が
配
布

さ
れ
る
。

　

同
委
員
会
で
は
、
全
国
各
都

道
府
県
工
組
を
主
体
に
同
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
推
進
し
て
い
く
こ

と
に
よ
り
、
高
齢
化
社
会
や
省

エ
ネ
、
高
度
情
報
化
社
会
へ
向

け
た
顧
客
の
需
要
に
対
応
し
た

製
品
、
シ
ス
テ
ム
な
ど
を
顧
客

に
提
案
し
、
ス
ト
ッ
ク
市
場
を

新
た
に
開
拓
し
て
い
く
契
機
に

し
た
い
と
考
え
て
お
り
、
電
気

工
事
業
界
の
構
造
改
革
へ
向
け

て
同
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
全
国
的

な
展
開
を
残
る
工
組
に
強
く
働

き
か
け
て
い
く
。
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厚
生
労
働
省
で
は
、
建
設
業
及
び
港
湾
運
送
関
係
事
業
に
雇
用
さ
れ
る
屋
外
労
働
者
の
賃
金

（
1
人
1
日
平
均
決
ま
っ
て
支
給
す
る
現
金
給
与
額
）
等
を
職
種
別
に
明
ら
か
に
す
る
た
め
、

毎
年
8
月
分
に
つ
い
て
屋
外
労
働
者
職
種
別
賃
金
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。

　

こ
の
う
ち
、
建
設
業
に
お
け
る
技
能
職
種　

職
種
に
つ
い
て
調
査
結
果
を
と
り
ま
と
め
た
。

21

調
査
対
象
は
、
建
設
業
に
属
す
る
5
人
以
上
の
常
用
労
働
者
を
雇
用
す
る
民
営
の
事
業
所
で
、

調
査
対
象
と
な
っ
た
事
業
所
数
は
約
1
万
5
千
事
業
所
、
技
能
職
種　

職
種
に
つ
い
て
の
集
計

21

対
象
労
働
者
数
は
約
6
万
2
千
人
。

　

厚
生
労
働
省
は
、
平
成　

年
13

屋
外
労
働
者
職
種
別
賃
金
調
査

結
果
（
建
設
業
技
能
職
種
）
の

速
報
を
発
表
し
た
。

　

そ
れ
に
よ
る
と
、
1
人
1
日

平
均
決
ま
っ
て
支
給
す
る
現
金

給
与
額
（
以
下
「
賃
金
」
）
は
、

技
能
職
種
計
（　

職
種
の
計
。

21

以
下
同
様
）
で
1
4
、
6
2
0

円
（
前
年
1
4
、
5
5
0
円
）

と
な
っ
た
。
対
前
年
比
は
0
・

5
％
増
（
同
0
・
6
％
減
）
と

な
り
、
賃
金
は
下
げ
止
ま
り
前

年
を
や
や
上
回
っ
た
。

　

電
気
工
は
前
年
の
1
5
、
7

8
0
円
を
上
回
り
、
1
6
、
0

7
0
円
と
1
万
6
千
円
台
に
達

し
、
主
要　

職
種
中
最
も
高
く

11

な
っ
て
い
る
。
前
年
を
上
回
っ

た
の
が
電
気
工
の
み
だ
っ
た
昨

年
に
比
べ
、
下
回
っ
た
の
は
主

要　

職
種
中
6
職
種
に
止
ま
り
、

11
下
げ
止
ま
り
感
が
出
て
い
る
。

　

年
齢
層
別
に
電
気
工
の
賃
金

を
み
る
と
、
最
も
賃
金
の
高
い

年
齢
層
は　

～　

歳
層
で
2
0
、

50

54

2
7
0
円
と
な
っ
て
い
る
。　

20

～　

歳
層
の
賃
金
（
1
0
、
8

24
5
0
円
）
を
指
数
1
0
0
と
し

て
年
齢
間
格
差
を
み
る
と
、
電

気
工
で
は
こ
の　

～　

歳
層
で

50

54

指
数
1
8
7
と
な
っ
て
い
る
。

技
能
職
種
計
で
は
賃
金
の
最
も

高
い
年
齢
層
で
は
約
1
・
5
倍

と
な
っ
て
お
り
職
種
間
の
格
差

は
大
き
い
が
、
全
産
業
に
お
け

る
男
性
労
働
者
の
年
齢
間
格
差

（
平
成　

年
賃
金
構
造
基
本
統

12

計
調
査
に
お
け
る
産
業
計
、
企

業
規
模
計
、
学
歴
計
及
び
職
種

計
の
き
ま
っ
て
支
給
す
る
現
金

給
与
額
に
基
づ
く
年
齢
間
格

差
）
は
約
1
・
9
倍
で
あ
り
、

こ
れ
に
比
べ
る
と
技
能
職
種
計

の
賃
金
の
年
齢
間
格
差
は
低
く

押
さ
え
ら
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

　

電
気
工
の
賃
金
を
全
国
を　
13

ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
て
地
域
別
に

み
る
と
、
京
阪
神
1
7
、
8
8

0
円
、
南
関
東
1
7
、
3
3
0

円
、
北
関
東
1
7
、
2
7
0
円

が
比
較
的
高
く
、
近
畿
1
6
、

8
5
0
円
、
東
海
1
6
、
5
3

0
円
、
山
陽
1
6
、
2
6
0
円
、

北
九
州
1
6
、
0
9
0
円
、
北

陸
1
5
、
1
7
0
円
、
四
国
1

4
、
6
3
0
円
、
北
海
道
1
4
、

0
4
0
円
、
東
北
1
3
、
8
3

0
円
、
山
陰
1
3
、
4
9
0
円
、

南
九
州
1
3
、
2
4
0
円
と

な
っ
て
い
る
。

　

電
気
工
の
賃
金
を
南
関
東
を

1
0
0
と
し
た
地
域
間
格
差
を

み
る
と
、
京
阪
神
で
1
0
3
、

注
意
を
厳
粛
に
受
け
止
め
、
今

後
再
び
こ
の
よ
う
な
こ
と
の
な

い
よ
う
仕
様
書
の
改
訂
、
検
査

シ
ス
テ
ム
の
見
直
し
な
ど
を
実

施
し
、
再
発
を
防
止
い
た
す
所

存
で
す
の
で
ご
理
解
く
だ
さ
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。」
と
、
再

発
防
止
の
徹
底
を
約
束
し
た
。

に
は
こ
の
専
用
Ｈ
Ｐ
の
利
用
を

呼
び
掛
け
て
い
る
。

　

な
お
、
今
回
の
実
技
試
験
で

は
全
国　

会
場
中
、
九
州
・
関

14

東
地
区
な
ど
を
中
心
に
8
会
場

で
支
給
材
料
配
布
ミ
ス
が
あ
っ

た
。
こ
れ
ら
受
験
者
に
対
し
て

は
、
配
布
ミ
ス
の
あ
っ
た
材
料

に
関
係
す
る
部
分
を
判
定
の
対

象
外
と
す
る
措
置
が
講
じ
ら
れ

て
い
る
。
こ
の
件
に
関
し
、
経

済
産
業
省
原
子
力
安
全
・
保
安

院
長
は
2
月
5
日
付
け
で
厳
重

注
意
を
行
な
っ
た
。

　

同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
関
係
職

員
に
対
し
て
厳
重
注
意
を
行
う

と
と
も
に
、
役
員
に
つ
い
て
も

報
酬
の
一
部
自
主
返
納
を
行
な

い
、
受
験
者
及
び
関
係
者
に
対

し
て
は
同
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
上
で
、「
多
大
な
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
ま
し
た
こ
と
に
対

し
ま
し
て
重
ね
て
深
く
お
詫
び

申
し
上
げ
ま
す
。
今
回
の
厳
重

　

苛
電
気
技
術
試
験
セ
ン
タ
ー

は
、
平
成　

年　

月
7
日
蚊
に

13

10

全
国　

試
験
地　

会
場
に
お
い

11

19

て
一
斉
に
実
施
さ
れ
た
平
成　
13

年
度
第
一
種
電
気
工
事
士
試
験

結
果
を
発
表
し
た
。

　

受
験
状
況
は
、
技
能
試
験
受

験
有
資
格
者
1
6
、
5
1
7
人

（
筆
記
免
除
者
5
、
1
1
9
人
、

筆
記
合
格
者
1
1
,
3
9
8

人
）
に
対
し
1
5
、
5
5
5
人

が
受
験
し
受
験
率
は　

・
2
％
。

94

　

合
格
状
況
は
、
技
能
試
験
受

験
者
1
5
、
5
5
5
人
に
対
し

5
、
3
4
9
人
が
合
格
し
、
合

格
率　

・
4
％
で
あ
っ
た
。
ま

34

た
、
総
申
込
者
3
4
、
4
8
6

人
に
対
す
る
最
終
の
合
格
率
は

　

・
5
％
で
あ
っ
た
。
合
格
基

15準
点
に
つ
い
て
は
、
同
試
験
委

員
会
に
お
い
て
等
価
実
技
試
験

が　

点
以
上
、
実
技
試
験
が
配

48
点　

点
か
ら
欠
陥
の
種
類
ご
と

40
に
減
点
（
1
箇
所
に
つ
き
、
電

気
的
に
致
命
的
な
欠
陥
が　

点
、

40

施
工
上
重
大
な
欠
陥
が　

点
、

10

施
工
上
軽
微
な
欠
陥
が
5
点
）

し
、
残
り
の
点
数
が　

点
以
上

20

と
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。

　

合
格
者
の
内
訳
を
年
齢
別
に

見
る
と　

～　

歳
が
1
、
5
9

26

30

1
名
（　

・
7
％
）
、
次
い
で　

29

21

～　

歳
が
1
、
1
7
1
名
（　

・

25

21

9
％
）
、　

～　

歳
が
1
、
0
8

31

39

2
名
（　

・
2
％
）
と
こ
こ
数

20

年
変
化
は
見
ら
れ
な
い
。
最
高

齢
者
は　

歳
、
最
若
年
者
は　

65

16

歳
、
女
性
は　

名
が
合
格
し
て

31

い
る
。

　

試
験
結
果
に
つ
い
て
は
合
否

に
関
わ
ら
ず
受
験
者
全
員
に
試

験
結
果
通
知
が
送
付
さ
れ
た
他
、

同
試
験
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
（
Ｈ
Ｐ
）
で
も
受
験
番
号

に
よ
る
試
験
結
果
を
検
索
で
き
、

合
格
基
準
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
同
試
験
セ
ン
タ
ー
で

は
同
Ｈ
Ｐ
へ
の
受
験
者
の
ア
ク

セ
ス
増
に
対
応
す
る
た
め
、
臨

時
に
合
否
検
索
用
の
専
用
Ｈ
Ｐ

を
開
設
し
て
お
り
、
合
否
検
索

電
気
工
1
6
、
0
7
0
円

年
齢
間
格
差
は
１
・
９
倍
厚生労働省

合
格
率
大
幅
ダ
ウ
ン
、　

・
4
％
に

34

前
年
度
比
約
3
2
0
0
人
減

4年ぶり

5千人台

平

成　

年

度

13

電気工地域別賃金
及び地域間格差

（指数は南関東＝ 100 とした場合）

指　数賃　金地　域

16,070地域計

 8114,040北海道

 8013,830東　北

10017,270北関東

10017,330南関東

 8815,170北　陸

 9516,530東　海

 9716,850近　畿

10317,880京阪神

 7813,490山　陰

 9416,260山　陽

 8414,630四　国

 9316,090北九州

 7613,240南九州

（単位：人，％）

合格率合格者受験率受験者総申込者

支部名
　筆記免除

　者を除く

C ／ BCB ／ ABA

39.024694.66311,533北海道

30.947994.91,5503,840東  北

33.31,68292.85,05511,005関  東

31.155994.31,7993,902中  部

34.818994.95431,363北  陸

31.574994.12,3755,080関  西

34.725395.47291,443中  国

32.229795.89221,817四  国

46.880296.11,7123,827九  州

38.99393.0239676沖  縄

34.45,34994.215,55534,486合  計 

(備考：率は，小数点以下第 2位を四捨五入)

＜平成 13年度第一種電気工事士技能試験結果＞

南
九
州　

、
山
陰　

で
他
の
地

76

78

域
と
比
べ
て
格
差
が
あ
る
が
、

こ
の
5
年
間
で
の
地
域
間
格
差

の
推
移
を
み
る
と
各
地
域
と
も

一
部
地
域
を
除
き
縮
小
傾
向
に

あ
る
。

　

平
均
年
齢
を
み
る
と
、
技
能

職
種
計
で
は　

・
6
才
（
前
年

42

　

・
0
才
）、
電
気
工
は　

・
3

42

38

歳
（
同　

・
6
才
）
と
最
も
若

37

い
。
特
に　

才
以
下
の
若
年
者

29

の
占
め
る
割
合
が
最
も
高
く

　

・
6
％
（
同　

・
1
％
）
と

32

34

な
っ
て
い
る
。

広告スペース



全 日 電 工 連 平成 14 年 3 月 1日第 396 号(5) ( 第３種郵便物認可)

　

苛
電
気
技
術
者
試
験
セ
ン
タ

ー
は
、
平
成　

年
度
第
一
種
及

13

び
第
二
種
電
気
主
任
技
術
者
試

験
最
終
結
果
を
発
表
し
た
。

　

一
次
試
験
は
平
成　

年
8
月

13

　

日
臥
に
全
国　

会
場
で
、
ま

25

11

た
二
次
試
験
は
同
年　

月　

日

11

25

蚊
に
全
国　

会
場
で
実
施
さ
れ

10

た
。

　

第
一
種
電
気
主
任
技
術
者
試

験
（
以
下
第
一
種
）
の
総
申
込

者
数
は
、
1
、
7
9
3
名
（
内

一
次
試
験
免
除
者
3
0
6
名
）

で
、
前
年
度
（
1
、
6
9
9
名
）

に
比
べ
、　

名
（
前
年
度
比
5
・

94

5
％
）
増
。
第
二
種
電
気
主
任

技
術
者
試
験
（
以
下
第
二
種
）

の
受
験
申
込
者
数
は
、
9
、
4

1
1
名
（
内
一
次
試
験
免
除
者

1
、
5
3
9
名
）で
、前
年
度
（
8
、

8
5
7
名
）
に
比
べ
、
5
5
4

名
（
前
年
度
比
6
・
3
％
）
増

加
し
た
。

　

一
次
試
験
の
合
格
状
況
を
見

る
と
、
第
一
種
は
受
験
者
数
1
、

3
2
8
名
（
前
年
度
1
、
2
8

5
名
）
に
対
し
3
2
7
名
が
合

格
し
、
合
格
率
は　

・
6
％

24

（
同　

・
0
％
）。
第
二
種
は
受

31

験
者
数
6
、
8
8
9
名
（
同
6
、

3
3
9
名
）
に
対
し
1
、
9
3

1
名
（
同
1
、
8
3
7
名
）
が

合
格
し
、
合
格
率
は　

・
0
％

28

（
同　

・
0
％
）
だ
っ
た
。

29

　

ま
た
二
次
試
験
の
合
格
状
況

を
見
る
と
、
第
一
種
は
受
験
者

数
5
9
1
名
（
同
6
3
8
名
）

に
対
し　

名
（
同
1
2
9
名
）

75

が
合
格
し
、
合
格
率
は　

・
7

12

％
と
昨
年
度
の　

・
2
％
を
大

20

幅
に
下
回
っ
た
。
第
二
種
は
受

験
者
数
3
、
0
2
3
名
（
同
3
、

1
2
7
名
）
に
対
し
3
7
0
名

（
同
4
7
6
名
）
が
合
格
し
、

合
格
率
は　

・
2
％
（
同　

・

12

15

2
％
）
。

　

総
申
込
者
数
に
対
す
る
二
次

試
験
の
合
格
率
は
、
第
一
種
で

は
4
・
2
％
、
第
二
種
で
は
3
・

9
％
と
な
っ
て
い
る
。

　

平
成　

年
度
第
一
種
及
び
第

13

二
種
電
気
主
任
技
術
者
試
験
二

次
試
験
の
合
格
者
は
同
試
験
委

員
会
の
審
議
を
経
て
決
定
さ
れ
、

平
成　

年
2
月
4
日
付
で
受
験

14

者
全
員
に
試
験
結
果
通
知
書
が

送
付
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
電
気
工
事
士
試
験
結

果
と
同
様
に
苛
電
気
技
術
者
試

験
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
も
、
受
験
番
号
の
検
索
、
合

格
基
準
点
、
合
格
者
数
等
が
公

表
さ
れ
て
い
る
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

   
h
t
t
p
/
/
w
w
w
.
s
h
i
k
e
n
.
o

r
.
j
p

試
験
結
果
検
索
専
用
ア
ド
レ
ス

　
h
t
t
p
/
/
w
w
w
.
s
h
i
k
e
n
.
o

n
.
a
r
e
n
a
.
n
e
.
j
p
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　今年度から第二種電気工事士試験の受験申込方法が大

幅に変更になる。

　郵便局への受験手数料払込用紙がそのまま受験申込書

となるため、従来のように受験申込書の郵送が不要と

なった。

　申込書には申込書①及び同②がある。

　同①は郵便局窓口へ提出するだけで手続きは完了する。

従来のように申込書を郵送する必要は無くなった。  同②

は写真票と兼用になっており、申込者自身が写真を貼付

し試験当日に試験会場に持参の上提出することになる。

  受験申込書受付期間は、3月 4日 （月）から4月 8日

（月）で期間内の郵便局受付局日付印まで有効。

　問い合わせは

(財 ) 電気技術者試験センター

℡03-3213-5994

受験申し込み方法が変更に ！

平

成　

年

度

13

二
次
合
格
率
、
前
年
を
大
幅
に
下
回
る　

.
7
％

12

第一種の最終合格者は 75 人

○試験センターＨＰ
http://www.shiken.or.jp
○合否検索用専用ＨＰ
http://www.shiken.on.arena.ne.jp

( 注 ) 率は小数点以下第 2 位を四捨五入　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(単位:人、% )(平成 13 年度第一種電気主任技術者試験支部別申込者・受験者・合格者数
合格率
( 総申込者に対
する二次試験の
合格者の割合 )

技　能　試　験筆　記　試　験申込者
支
部
名

合格率合格者受験率受験者受験有資格者
( 一次免除者 +
一次合格者 )

合格率合格者受験率受験者申込者
( 一次試験免
除者を除く )

総申込者一次試験

免除者

一次試験

申込者

(Ｉ /C)(Ｉ/H)(Ｉ)(H/G)(H)(G=B+F)(F/E)(F)(E/D)(E)(D=A)(C=A+B)(B)(A)
1.6 4.3 188.5 232635.4 1790.6 485362953北海道

4.2 12.5 4100.0 323219.4 1493.5 7277951877東　北

5.4 16.2 3892.5 23525426.2 13788.3 522591708117591関　東

2.2 7.1 593.3 707518.9 3089.3 15917822446178中　部

5.0 14.7 597.1 343521.9 1690.1 73811001981北　陸

3.9 11.5 1292.0 10411325.6 5890.8 22725030454250関　西

3.1 9.7 391.2 313426.7 2091.5 7582961482中　国

3.1 8.7 2100.0 232323.4 1188.7 4753651253四　国

3.8 13.2 595.0 384023.8 2486.3 10111713316117九　州

0.0 0.0 0100.0 110.0 080.0 45615沖　縄

4.2 12.7 7593.4 59163324.6 32789.3 1328148717933061487全国計

( 注 ) 率は小数点以下第 2 位を四捨五入　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(単位:人、% )平成 13 年度第二種電気主任技術者試験支部別申込者・受験者・合格者数
合格率
( 総申込者に対
する二次試験の
合格者の割合 )

技　能　試　験筆　記　試　験申込者
支
部
名

合格率合格者受験率受験者受験有資格者
( 一次免除者 +
一次合格者 )

合格率合格者受験率受験者申込者
( 一次試験免
除者を除く )

総申込者一次試験

免除者

一次試験

申込者

(Ｉ/C)(Ｉ/H)(Ｉ)(H/G)(H)(G=B+F)(F/E)(F)(E/D)(E)(D=A)(C=A+B)(B)(A)
3.9 11.7 1488.9 12013528.2 7589.9 26629635660296北海道

2.9 10.5 1786.6 16218724.1 10989.9 45250358077503東　北

3.7 10.9 13287.6 1207137829.6 75385.5 2540297235966242972関　東

3.9 14.3 6185.9 42749721.0 25089.5 1189132815772491328中　部

4.2 12.3 1991.1 15416929.0 10089.8 34538445167384北　陸

4.6 14.0 6083.8 43051334.0 32586.9 957110112921911101関　西

4.8 14.0 2190.4 15016626.4 8489.8 31835443682354中　国

4.0 10.9 1389.5 11913330.9 7390.4 23626132160261四　国

4.3 13.4 3286.9 23927527.8 15487.6 553631752121631九　州

2.0 6.7 188.2 151724.2 878.6 334250842沖　縄

3.9 12.2 37087.1 3023347028.0 193187.5 68897872941115397872全国計

第 一種

第 ニ種

最

終

合

格

率

は

一

種　

％

、

二

種　

％

4.2

3.9
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全 日 電 工 連 平成 14 年 3月 1 日(第３種郵便物認可) (6)第 396号
　

国
土
交
通
省
総
合
政
策
局
は
、

平
成　

年
分
の
建
築
・
住
宅
着

13

工
統
計
調
査
報
告
を
発
表
し
た
。

◆
建
築
着
工
統
計
調
査
報
告

　

平
成　

年
の
全
建
築
物
の
着

13

工
床
面
積
は
、
1
8
、
1
0
9

万
㎡
で
前
年
に
比
べ
9
・
6
％

減
少
し
て
お
り
（
前
年
は
3
・

1
％
増
）、
前
年
の
増
加
か
ら
再

び
減
少
に
転
じ
た
。

　

公
共
建
築
主
は
1
、
4
5
2

万
㎡
（
前
年
比
7
・
6
％
減
）

で
5
年
連
続
減
少
。
民
間
建
築

主
も
、
居
住
用
1
1
、
2
6
2

万
㎡
（
同
8
・
0
％
減
）
、
非
居

住
用
5
、
3
9
6
万
㎡
（
同　

・
13

2
％
減
）
と
と
も
に
減
少
し
て

お
り
、
計
1
6
、
6
5
7
万
㎡

（
同
9
・
7
％
減
）
と
前
年
の

増
加
か
ら
再
び
減
少
し
て
い
る
。

　

民
間
建
築
主
の
非
居
住
用
を

使
途
別
に
見
て
も
、
事
務
所
7

3
0
万
㎡
（
同
9
・
5
％
減
、

前
年
増
か
ら
再
び
減
少
）、店
舗

8
0
4
万
㎡
（
同　

・
9
％
減
、

42

3
年
振
り
の
減
少
）
、
工
場
1
、

1
4
1
万
㎡
（
同　

・
5
％
減
、

13

前
年
増
か
ら
再
び
減
少
）、倉
庫

7
0
5
万
㎡
（
同
4
・
8
％
減
、

前
年
の
増
加
か
ら
再
び
減
少
）

と
全
て
減
少
し
て
い
る
。

◆
住
宅
着
工
統
計
調
査
報
告

　

平
成　

年
の
新
設
住
宅
着
工

13

戸
数
は
、
貸
家
が
増
加
し
た
も

の
の
持
家
、
分
譲
住
宅
が
減
少

し
た
影
響
を
受
け
、
計
1
、
1

7
3
、
8
5
8
戸
（
前
年
比
4
・

6
％
減
）、着
工
床
面
積
も
1
0

9
、
8
3
6
千
㎡
（
同
8
・
4

％
減
）
で
と
も
に
3
年
振
り
に

前
年
を
下
回
っ
た
。

　

利
用
関
係
別
に
み
る
と
、
貸

家
は
公
的
資
金
に
よ
る
着
工
が

8
9
、
1
3
8
戸
（
同　

・
1

17

％
減
）、
民
間
資
金
に
よ
る
着
工

が
3
4
9
、
1
7
4
戸
（
同　

・11

3
％
増
）
と
全
体
で
は
4
3
8
、

3
1
2
戸
（
同
4
・
0
％
増
）

と
な
り
、
5
年
振
り
の
増
加
と

な
っ
た
。

　

そ
の
一
方
で
、
持
家
は
公
庫

融
資
に
よ
る
着
工
が
1
2
6
、

1
0
5
戸
、
（
同　

・
2
％
減
）、

40

民
間
資
金
に
よ
る
着
工
が
2
3

8
、
2
2
5
戸
（
同
8
・
4
％

増
）
で
、
全
体
で
は
2
年
連
続

減
少
と
な
る
3
8
6
、
8
1
4

戸
（
同　

・
3
％
減
）。

14

　

ま
た
、
分
譲
住
宅
も
公
庫
融

資
に
よ
る
着
工
が
1
1
9
、
4

9
0
戸
（
同
6
・
5
％
減
）、
民

間
資
金
に
よ
る
着
工
が
2
1
3
、

7
4
4
戸
（
同
0
・
3
％
増
）

で
、
全
体
で
3
3
8
、
9
6
5

戸
（
同
1
・
8
％
減
）
と
3
年

振
り
の
減
少
に
転
じ
て
い
る
。

　

地
域
別
で
は
、
首
都
圏
が
総

戸
数
3
8
8
、
0
4
6
戸
（
同

3
・
3
％
減
）、
持
家
8
6
、
6

6
3
戸
（
同　

・
1
％
減
）、
貸

13

家
1
2
7
、
5
0
6
戸
（
同
2
・

2
％
増
）、
分
譲
住
宅
1
7
1
、

6
8
0
戸
（
同
1
・
1
％
減
）。

　

中
部
圏
で
は
総
戸
数
1
4
0
、

8
1
6
戸
（
同
4
・
8
％
減
）、

持
家
5
6
、
4
5
9
戸
（
同　

・12

7
％
減
）
、
貸
家
5
9
、
2
6
5

戸
（
同
6
・
9
％
増
）
、
分
譲
住

宅
2
4
、
2
8
8
戸
（
同
9
・

5
％
減
）
。

　

近
畿
圏
が
総
戸
数
1
8
7
、

7
2
9
戸
（
同
4
・
4
％
減
）
、

持
家
5
2
、
2
9
2
戸
（
同　

・
14

0
％
減
）
、
貸
家
5
2
、
0
1
2

戸
（
同
7
・
6
％
減
）
、
分
譲
住

宅
8
2
、
2
6
1
戸
（
同
5
・

4
％
増
）
。

　

そ
の
他
地
域
で
は
総
戸
数
4

5
7
、
2
6
7
戸
（
同
5
・
6

％
減
）、
持
家
1
9
1
、
4
0
0

戸
（
同　

・
4
％
減
）、
貸
家
1

15

9
9
、
5
2
9
戸
（
同
8
・
0

％
増
）、
分
譲
住
宅
6
0
、
7
3

6
戸
（
同
9
・
0
％
減
）。

　

総
戸
数
及
び
持
家
は
全
地
域

で
減
少
と
な
っ
た
。
貸
家
は
首

都
圏
、
中
部
圏
、
そ
の
他
地
域

で
増
加
と
な
っ
た
。

　

国
土
交
通
省
総
合
政
策
局
は
、

平
成　

年　

月
分
の
建
築
・
住

13

12

宅
着
工
統
計
調
査
報
告
を
発
表

し
た
。

◆
建
築
着
工
統
計
調
査
報
告

　
　

月
の
全
建
築
物
着
工
床
面

12
積
は
、
1
、
4
1
0
万
㎡
で
前

年
同
月
比　

・
0
％
減
（　

月

15

11

は
3
・
9
％
減
）
と　

ヶ
月
連

12

続
の
減
少
。
公
共
の
建
築
主
は

　

万
㎡
（
前
年
同
月
比　

・
9

89

29

％
減
）
で
、
先
月
に
引
き
続
い

て
減
少
し
て
い
る
。

　

民
間
建
築
主
は
1
、
3
2
1

万
㎡
（
同　

・
8
％
減
）
と　

ヶ

13

12

月
連
続
で
減
少
し
て
お
り
、
居

住
用
建
築
物
も
8
7
2
万

㎡

（
同　

・
9
％
減
）
で　

ヶ
月

17

12

連
続
で
減
少
し
て
お
り
依
然
低

調
に
推
移
し
て
い
る
。

　

ま
た
非
居
住
建
築
物
は
、
事

務
所
が
先
月
の
減
少
か
ら
再
び

増
加
し　

万
㎡
（
同
1
・
5
％

61

増
）
、
店
舗
は　

万
㎡
（
同　

・

80

15

4
％
増
）
と
3
ヶ
月
連
続
増
加

し
て
い
る
も
の
の
、
工
場
が

9
ヶ
月
連
続
減
の　

万
㎡
（
同

70

　

・
4
％
減
）、
倉
庫
も
5
ヶ
月

37連
続
減
と
な
る　

万
㎡（
同　

・

53

19

8
％
減
）
と
伸
び
悩
ん
だ
た
め
、

全
体
で
は
4
4
9
万
㎡（
同
4
・

7
％
減
）
で
2
ヶ
月
連
続
の
減

少
。
◆
住
宅
着
工
統
計
調
査
報
告

　
　

月
の
新
設
住
宅
着
工
戸
数

12
は
、
貸
家
が
増
加
し
た
も
の
の
、

持
家
、
分
譲
住
宅
が
減
少
と

な
っ
た
た
め
、
全
体
で
は
9
5
、

4
3
1
戸
（
前
年
同
月
比　

・
12

9
％
減
）
で
4
ヶ
月
連
続
の
減

少
と
な
っ
た
。
着
工
床
面
積
も

8
、
5
0
5
千
㎡
、（
同　

・
4
18

％
減
）
で　

ヶ
月
連
続
減
と
減

12

少
傾
向
に
歯
止
め
が
掛
か
ら
な

い
。

　

内
訳
を
利
用
関
係
別
に
み
る

と
、
民
間
資
金
に
よ
る
持
家
は

1
9
、
4
0
3
戸
（
同 
9
・
1

％
増
）
で　

ヶ
月
連
続
の
増
加

26

と
依
然
好
調
な
も
の
の
、
公
庫

融
資
に
よ
る
持
家
が
6
、
9
4

5
戸
（
同　

・
0
％
減
）
と　

ヶ

58

23

月
連
続
減
少
の
あ
お
り
を
受
け
、

2
8
、
2
7
3
戸 
（
同　

・
3

21

％
減
）
と　

ヶ
月
連
続
の
減
少
。

13

　

貸
家
は
、
公
的
資
金
に
よ
る

着
工
が
6
、
3
9
5
戸
（
同
0
・

7
％
増
）
と
先
月
の
減
少
か
ら

再
び
増
加
に
転
じ
た
こ
と
に
加

え
、
民
間
資
金
に
よ
る
着
工
が

3
1
、
9
8
2
戸
（
同
2
・
5

％
増
）
で　

ヶ
月
連
続
の
増
加

11

と
好
調
の
た
め
、
全
体
で
3
8
、

3
7
7
戸
（
同
2
・
2
％
増
）

と
6
ヶ
月
連
続
の
増
加
と
な
っ

た
。

　

分
譲
住
宅
は
、
公
庫
融
資
に

よ
る
着
工
が
先
月
の
増
加
か
ら

再
び
減
少
し
て
8
、
6
2
8
戸

（
同　

・
0
％
減
）
、
民
間
資
金

30

に
よ
る
着
工
も
1
9
、
1
1
8

戸
（
同　

・
1
％
減
）
で
3
ヶ

15

月
連
続
減
少
し
て
お
り
、
全
体

で
も
2
8
、
0
9
1
戸
（
同　

・
20

5
％
減
）
で
先
月
の
増
加
か
ら

再
び
減
少
に
転
じ
た
。

　

地
域
別
に
見
る
と
、
首
都
圏

が
総
戸
数
2
8
、
8
1
9
戸
（
同

　

・
2
％
減
）、
持
家
6
、
3
5

208
戸
（
同　

・
7
％
減
）、
貸
家

18

9
、
4
9
7
戸
（
同
0
・
1
％

増
）、
分
譲
住
宅
1
2
、
8
3
5

戸
（
同 　

・
6
％
減
）
。

31

　

中
部
圏
で
は
総
戸
数
1
1
、

7
2
2
戸
（
同
9
・
8
％
減
）、

持
家
4
、
4
2
9
戸
（
同　

・
22

7
％
減
）、
貸
家
5
、
1
2
5
戸

（
同
2
・
9
％
減
）
、
分
譲
住
宅

2
、
0
8
0
戸
（
同
8
・
5
％

増
）

　

近
畿
圏
が
総
戸
数
1
6
、
6

0
5
戸
（
同
9
・
7
％
減
）
、
持

家
4
、
0
2
1
戸
（
同　

・
2

23

％
減
）
、
貸
家
4
、
5
9
4
戸

（
同
2
・
1
％
増
）
、
分
譲
住
宅

7
、
8
5
3
戸
（
同
8
・
6
％

減
）。　

そ
の
他
地
域
で
は
総
戸

数
3
8
、
2
8
5
戸
（
同
9
・

0
％
減
）、
持
家
1
3
、
4
6
5

戸
（
同　

・
5
％
減
）、
貸
家
1

21

9
、
1
6
1
戸
（
同
4
・
7
％

増
）、
分
譲
住
宅
5
、
3
2
3
戸

（
同　

・
6
％
減
）。

12

　

総
戸
数
、
持
家
と
も
に
全
地

域
で
減
少
。
貸
家
は
首
都
圏
、

近
畿
圏
、
そ
の
他
地
域
が
増
加
。

平成 1 3 年 分

建
築

・
住
宅
着
工
統
計
調
査

３
年
ぶ
り
に
前
年
度
割
れ

住
宅
着
工
、
総
戸
数
は　

万
戸
割
れ

10

分
譲
も
先
月
増
か
ら
再
び
減
少

平成 1 3 年
1 2 月 分

平成13年分新設住宅着工戸数：利用関係別・地域別表(単位：戸、％)
分譲貸家持家 総数
対前年戸数対前年戸数対前年戸数対前年戸数 同月比同月比同月比同月比
▲ 1.8338,9654.0438,312▲ 14.3386,814▲ 4.61,173,858合　計
▲ 10.87,03916.324,739▲ 17.416,038▲ 3.248,791北海道
▲ 2.98,9908.831,627▲ 15.234,369▲ 4.875,740東　北
▲ 1.4179,0365.1162,661▲ 13.8130,848▲ 3.3475,601関　東
▲ 15.33,44411.115,936▲ 17.520,608▲ 7.840,430北　陸
▲ 9.524,2886.959,265▲ 12.756,459▲ 4.8140,816中　部
5.482,261▲ 7.652,012▲ 14.052,292▲ 4.4187,729近　畿
▲ 3.410,654▲ 2.823,330▲ 14.122,383▲ 7.457,171中　国
▲ 12.24,2804.012,034▲ 14.013,692▲ 7.130,398四　国
▲ 14.117,7271.748,244▲ 15.436,437▲ 8.0103,718九　州
28.21,24619.38,464▲ 14.93,6888.013,464沖　縄
▲ 1.1171,6802.2127,506▲ 13.186,663▲ 3.3388,046首都圏
▲ 9.524,2886.959,265▲ 12.756,459▲ 4.8140,816中部圏
5.482,261▲ 7.652,012▲ 14.052,292▲ 4.4187,729近畿圏
▲ 9.060,7368.0199,529▲ 15.4191,400▲ 5.6457,267その他地域

平成13年 12月分新設住宅着工戸数：利用関係別・地域別表 (単位：戸、％)
分譲貸家持家 総数
対前年戸数対前年戸数対前年戸数対前年戸数 同月比同月比同月比同月比
▲ 20.528,0912.238,377▲ 21.328,273▲ 12.995,431合　計
62.18339.32,246▲ 22.38094.23,912北海道
▲ 46.25826.63,626▲ 19.52,081▲ 11.36,316東　北
▲ 30.613,4935.713,079▲ 19.99,782▲ 17.036,628関　東
▲ 38.6266▲ 7.21,459▲ 26.41,137▲ 20.62,867北　陸
8.52,080▲ 2.95,125▲ 22.74,429▲ 9.811,722中　部
▲ 8.67,8532.14,594▲ 23.24,021▲ 9.716,605近　畿
18.31,299▲ 3.32,124▲ 15.01,734▲ 2.75,226中　国
▲ 38.329833.21,151▲ 15.81,166▲ 6.12,628四　国
▲ 26.61,297▲ 7.94,248▲ 25.72,794▲ 18.18,392九　州
136.8901.5725▲ 22.7320▲ 2.71,135沖　縄
▲ 31.612,8350.19,497▲ 18.76,358▲ 20.228,819首都圏
8.52,080▲ 2.95,125▲ 22.74,429▲ 9.811,722中部圏
▲ 8.67,8532.14,594▲ 23.24,021▲ 9.716,605近畿圏
▲ 12.65,3234.719,161▲ 21.513,465▲ 9.038,285その他地域

広告スペース
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将 来 の 生 活　 　

　 設 計 お 手 伝 い

　

全
日
本
電
気
工
事
業
国
民
年

金
基
金
は
、
全
日
電
工
連
の
福

利
厚
生
事
業
の
重
要
な
柱
と
し

て
平
成
3
年
9
月
に
設
立
さ
れ

て
以
来
、
今
年
で
十
一
年
目
を

迎
え
ま
し
た
。

　

当
国
民
年
金
基
金
設
立
以
来
、

国
民
年
金
基
金
制
度
の
啓
蒙
と

加
入
促
進
を
全
国
各
都
道
府
県

の
組
合
並
び
に
5
1
7
支
部
事

務
局
の
協
力
を
得
て
今
日
に

至
っ
て
お
り
、
特
に
今
年
度
は

念
願
で
あ
る
「
一
万
名
」
の
加

入
員
確
保
に
向
け
て
、
各
ブ

ロ
ッ
ク
連
合
会
長
や
全
国
各
都

道
府
県
理
事
長
な
ど
関
係
各
位

に
強
く
協
力
を
依
頼
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

思
い
起
こ
す
と
、
3
、
0
0

3
名
を
確
保
し
て
出
発
し
た
初

年
度
、
そ
の
後
平
成
5
年
度
か

ら
3
年
間
に
亘
り
、
一
年
間
で

約
1
、
5
0
0
名
の
加
入
者
を

確
保
し
て
い
た
だ
い
た
と
き
も

あ
り
ま
し
た
が
、
平
成　

年
度

10

以
降
は
確
保
数
も
2
0
0
名
台

を
確
保
す
る
に
と
ど
ま
り
、
加

入
者
数
は
急
速
に
下
降
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　

た
だ
、
こ
の
よ
う
な
現
状
に

あ
っ
て
も
石
川
県
や
佐
賀
県
を

は
じ
め　

組
合
は
す
で
に
各
都

26

道
府
県
の
認
可
目
標
数
を
確
保

し
て
お
り
、
加
入
員
確
保
事
業

に
大
変
貢
献
し
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

　

当
国
民
年
金
基
金
は
職
能
型

国
民
年
金
基
金
に
属
し
て
お
り
、

全
国
で　

団
体
だ
け
が
認
可
さ

25

れ
て
い
る
団
体
の
一
つ
で
あ
る

こ
と
を
誇
り
に
し
て
、「
加
入
員

確
保
事
業
」
、「
掛
金
収
納
事
業
」

や
「
年
金
・
一
時
金
給
付
事
業
」

を
は
じ
め
「
加
入
勧
奨
事
業
」

の
安
定
し
た
運
営
に
努
め
て
い

ま
す
。

　

国
民
年
金
基
金
制
度
の
内
容

や
様
々
な
メ
リ
ッ
ト
な
ど
を
理

解
し
た
上
で
、
組
合
員
の
将
来

の
生
活
設
計
を
図
る
上
で
の
お

手
伝
い
と
し
て
貢
献
出
来
る
よ

う
加
入
促
進
に
当
た
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
が
、
全
国
各
都
道
府

県
及
び
各
支
部
の
事
務
局
の

方
々
に
と
っ
て
肝
要
か
と
考
え

ま
す
。

　

組
合
員
の
皆
様
に
も
事
務
局

や
受
託
機
関
の
加
入
勧
奨
時
に
、

国
民
年
金
制
度
の
内
容
を
十
分

聴
取
さ
れ
、
将
来
の
生
活
設
計

に
ご
利
用
し
て
い
た
だ
け
れ
ば

必
ず
お
役
に
立
て
る
も
の
と
確

信
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
も
し
加
入
を
希
望
さ

れ
る
場
合
は
平
成　

年
3
月
末

14

ま
で
に
加
入
さ
れ
る
こ
と
を
お

奨
め
す
る
と
と
も
に
、
電
気
工

事
業
界
で
設
立
し
た
国
民
年
金

基
金
は
全
国
組
合
員
の
方
々
の

ご
支
援
を
得
て
、
各
事
業
の
安

定
と
適
切
な
加
入
促
進
に
努
め

て
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

な
お
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、

国
民
年
金
基
金
に
加
入
を
希
望

さ
れ
る
方
に
と
っ
て
、
国
民
年

金
保
険
料
と
国
民
年
金
基
金
掛

金
を
同
時
に
納
付
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
こ

こ
で
申
し
述
べ
て
お
き
ま
す
。

平成 13 年度加入促進状況について

平成 13 年度累計

平成 14 年 2 月 20 日現在認可目標

数
都道府県名順位

達成率(％)受付数

303.81 319 105 石　川1

298.88 266 89 佐　賀2

248.87 331 133 富　山3

195.83 47 24 島　根4

195.00 117 60 山　口5

190.54 141 74 福　井6

187.64 167 89 奈　良7

161.35 334 207 新　潟8

142.98 163 114 山　形9

136.56 127 93 岡　山10

136.50 187 137 宮　崎11

132.08 70 53 鳥　取12

132.03 169 128 広　島13

131.02 245 187 三　重14

128.57 252 196 栃　木15

121.08 270 223 岐　阜16

120.16 149 124 秋　田17

117.17 116 99 滋　賀18

115.44 172 149 和歌山19

114.17 137 120 長　野20

113.14 155 137 青　森21

112.56 457 406 北海道22

108.79 359 330 埼　玉23

104.30 97 93 岩　手24

101.94 105 103 山　梨25

101.49 205 202 鹿児島26

99.51 205 206 福　島27

92.62 138 149 宮　城28

91.75 189 206 愛　媛29

91.20 114 125 高　知30

90.43 85 94 長　崎31

88.30 302 342 京　都32

87.79 410 467 神奈川33

85.65 400 467 兵　庫34

84.17 351 417 愛　知35

83.13 276 332 静　岡36

82.16 617 751 大　阪37

81.50 141 173 徳　島38

78.33 141 180 熊　本39

77.05 141 183 香　川40

75.60 189 250 茨　城41

75.25 76 101 大　分42

59.00 213 361 千　葉43

55.42 133 240 群　馬44

53.93 144 267 福　岡45

42.93 431 1,004 東　京46

22.52 25 111 沖　縄47

97.79 9,878 10,101 合　計

国民年金基金ブロック別・年度別受付結果表

合計
平成

13 年度

平成

12 年度

平成

11 年度

平成

10 年度

平成

9年度

平成

8年度

平成

7年度

平成

6年度

平成

5年度

平成

4年度

平成

3年度

9,8691672553892883815205151,6141,7649733,003

 ( 人 )

広告スペース



全 日 電 工 連 平成 14 年 3月 1 日(第３種郵便物認可) (8)第 396号

　

三
菱
電
機
㈱
は
地
球
環
境
に

や
さ
し
い
太
陽
光
発
電
の
シ
ス

テ
ム
と
し
て
一
般
家
庭
で
使
用

で
き
る
よ
う
に
、
太
陽
電
池
モ

ジ
ュ
ー
ル
で
発
電
し
た
直
流
電

力
を
一
般
家
庭
用
の
交
流
電
力

に
変
換
で
き
る
イ
ン
バ
ー
タ
ー

を
搭
載
し
た
住
宅
用
太
陽
光
発

電
シ
ス
テ
ム
の
「
パ
ワ
ー
コ
ン

デ
ィ
シ
ョ
ナ　

Ｐ
Ｖ
倆
Ｐ
Ｓ
０

５
Ｃ
２
」
を
発
売
し
た
。

　

同
商
品
は
業
界
ナ
ン
バ
ー
ワ

ン
の
電
力
交
換
率
を
誇
る
屋

内
・
屋
外
設
置
の
兼
用
型
と
し

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
ニ
ー
ズ
に
対

応
で
き
る
モ
デ
ル
と
し
て
、
建

築
前
や
建
築
後
の
住
宅
か
な
ど
、

設
置
範
囲
を
気
に
す
る
こ
と
な

く
と
設
置
が
可
能
に
な
っ
た
。

　

特
に
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

を
導
入
す
る
際
に
は
既
築
の
住

宅
で
は
設
置
ス
ペ
ー
ス
を
確
保

す
る
と
な
る
と
、
大
抵
の
ケ
ー

ス
で
は
洗
面
所
や
台
所
に
設
置

す
る
こ
と
が
多
く
、
多
少
の
不

便
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。

し
か
し
、
接
続
ボ
ッ
ク
ス
を
一

体
化
し
た
こ
と
に
よ
り
、
既
存

の
商
品
よ
り
省
ス
ペ
ー
ス
を
実

現
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て

ど
こ
に
置
い
て
も
邪
魔
に
な
ら

ず
、
屋
内
で
も
使
用
が
可
能
。

さ
ら
に
デ
ザ
イ
ン
性
も
追
求
し

て
い
る
の
で
、
設
置
し
た
空
間

の
違
和
感
を
抑
え
て
く
れ
る
。

　

今
回
よ
り
防
水
、
通
気
機
能

を
搭
載
す
る
こ
と
で
、
無
理
に

屋
内
に
置
く
必
要
も
な
く
、
使

用
環
境
の
制
限
も
な
く
な
っ
た

の
で
、
さ
ら
に
多
く
の
住
宅
で

設
置
が
可
能
に
な
っ
た
の
も
大

き
な
特
長
。

　

専
用
の
リ
モ
コ
ン
を
標
準
装

備
し
て
お
り
、
こ
の
リ
モ
コ
ン

は
瞬
時
発
電
電
力
、
期
間
積
算

　

Ｄ
Ｘ
ア
ン
テ
ナ
㈱
は
、
ビ
ル

や
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
の
共
同
受

信
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
の
に

便
利
な
、
2
系
統
の
出
力
端
子

を
備
え
た
高
性
能
パ
ラ
ボ
ラ
ア

ン
テ
ナ
を
発
売
し
た
。

　

今
回
は
2
機
種
が
発
売
さ
れ
、

ア
ン
テ
ナ
の
有
効
径
が
Ｄ
Ｂ
Ｃ

Ａ
倆
6
0
1
は　

唖
、
Ｄ
Ｂ
Ｃ

60

Ａ
倆
7
5
1
が　

唖
と
な
っ
て

75

い
る
。
同
商
品
は
Ｂ
Ｓ
デ
ジ
タ

ル
放
送
な
ど
、
従
来
の
デ
ジ
タ

ル
放
送
を
受
信
で
き
る
ほ
か
、

今
年
の
春
か
ら
本
格
的
に
サ
ー

ビ
ス
を
開
始
す
る
1
1
0
度
Ｃ

Ｓ
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
も
対
応
し

　

松
下
通
信
工
業
㈱
は
、
照
度

差
が
大
き
い
撮
影
条
件
の
も
と

で
も
調
整
の
必
要
が
な
く
、
忠

実
で
鮮
明
な
映
像
が
得
ら
れ
る

ス
ー
パ
ー
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
Ⅱ
方

式
を
搭
載
し
た
カ
ラ
ー
カ
メ
ラ

を
３
機
種
発
売
し
た
。

　

同
商
品
は
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
レ

ン
ジ
を
一
般
監
視
カ
メ
ラ
よ
り

も
数
段
広
げ
、
さ
ま
ざ
ま
な
条

件
下
で
使
用
が
可
能
。
そ
の
上
、

高
画
質
、
高
感
度
、
高
機
能
を

追
求
し
、
使
用
す
る
場
所
の
規

模
や
環
境
に
合
わ
せ
て
、
３
機

種
か
ら
選
択
が
で
き
る
。

　

上
位
機
種
の
Ｗ
Ｖ
倆
Ｃ
Ｐ
４

７
０
と
Ｗ
Ｖ
倆
Ｃ
Ｐ
４
７
４
は

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
Ⅱ
方
式
に
加
え
、

周
囲
が
暗
く
な
る
と
自
動
的
に

カ
ラ
ー
画
像
か
ら
白
黒
画
像
に

切
り
替
え
る
「
Ｄ
ａ
ｙ
＆
Ｎ
ｉ

ｇ
ｈ
ｔ
機
能
」
を
搭
載
し
て
お

り
、
昼
夜
を
問
わ
ず
高
品
位
な

画
像
を　

時
間
体
制
で
撮
影
で

24

き
る
。
こ
の
た
め
夜
間
に
は
無

人
に
な
り
が
ち
な
オ
フ
ィ
ス
ビ

ル
や
デ
パ
ー
ト
な
ど
で
使
用
す

る
と
最
適
。

　

カ
ラ
ー
時
で
は
最
低
照
度
が

０
・
４
ル
ク
ス
だ
が
、
白
黒
の

撮
影
時
に
は
最
低
照
度
が
０
・

０
５
ル
ク
ス
と
い
う
高
感
度
を

実
現
し
て
い
る
の
も
特
長
の
ひ

と
つ
。
ま
た
、
カ
メ
ラ
映
像
エ

リ
ア
内
の
動
き
を
自
動
的
に
感

知
し
、
監
視
シ
ス
テ
ム
に
ア
ラ

ー
ム
を
発
報
す
る
「
モ
ー
シ
ョ

ン
デ
ィ
テ
ク
タ
ー
機
能
」
や
最

鮮
明
画
像
を
撮
影

防
犯
カ
メ
ラ
３
機
種
発
売

高
性
能
を
凝
縮
し
た

　
　

パ
ラ
ボ
ラ
ア
ン
テ
ナ

地
球
環
境
に
や
さ
し
い

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

発
電
電
力
量
、
総
積
算
発
電
電

力
量
を
表
示
で
き
る
。
そ
の
上
、

石
油
火
力
発
電
で
発
生
す
る
Ｃ

ｏ
２
の
排
出
量
と
比
較
し
て
削

減
さ
れ
る
Ｃ
ｏ
２
の
量
も
表
示

で
き
る
Ｃ
ｏ
２
削
減
量
表
示
付

き
機
能
を
搭
載
し
て
い
る
。
こ

れ
で
自
宅
に
い
な
が
ら
地
球
温

暖
化
防
止
に
対
す
る
貢
献
度
を

確
認
で
き
る
。
ま
た
、
リ
モ
コ

ン
で
、
オ
ン
／
オ
フ
、
連
係
／

自
立
運
転
な
ど
の
切
り
替
え
も

手
元
で
行
え
る
。

　

夜
間
な
ど
発
電
を
し
な
い
時

で
は
待
機
消
費
電
力
も
０
・
０

０
１
ワ
ッ
ト
以
下
に
抑
え
た
省

エ
ネ
設
計
を
施
し
て
い
る
う
え
、

発
電
し
た
電
力
を
一
般
家
庭
用

に
変
換
す
る
交
換
率
は
、
接
続

箱
一
体
型
な
が
ら　

％
の
高
効

94

率
を
実
現
し
、
ロ
ス
を
極
力
抑

え
高
出
力
化
を
実
現
し
て
い
る
。 　

サ
イ
ズ
は
、
本
体
が
Ｗ
６
３

０
×
Ｈ
３
７
９
×
Ｄ
１
７
５
、

リ
モ
コ
ン
が
Ｗ
１
１
６
×
Ｈ
１

２
８
×
Ｄ　

・
２
と
な
り
重
量

19

は
本
体
が　

茜
、
リ
モ
コ
ン
が

23

２
０
０
ｇ
と
な
っ
て
い
る
。
価

格
は
４
８
０
、
０
０
０
円
。

　

問
い
合
わ
せ
先

　

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
事
業

セ
ン
タ
ー

緯
０
１
２
０（
３
１
４
）３
８
２

て
お
り
、
1
1
0
度
Ｃ
Ｓ
デ
ジ

タ
ル
放
送
に
先
駆
け
て
同
社
が

発
売
し
た
。

　

1
1
0
度
Ｃ
Ｓ
デ
ジ
タ
ル
放

送
は
右
旋
円
偏
波
と
左
旋
円
偏

波
と
が
あ
り
、
双
方
と
も
同
じ

周
波
数
帯
域
な
の
で
、
今
ま
で

の
パ
ラ
ボ
ラ
ア
ン
テ
ナ
で
は
同

時
に
受
信
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
。
し
か
し
、
同
商
品
は
Ｂ
Ｓ

（
デ
ジ
タ
ル
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
放

送
／
ア
ナ
ロ
グ
放
送
）、
1
1
0

度
Ｃ
Ｓ
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
1
台

で
受
信
す
る
広
帯
域
設
計
。
右

旋
円
偏
波
は
も
と
よ
り
、
チ
ュ

ー
ナ
等
か
ら
の
電
圧
に
よ
る
自

動
切
替
え
で
左
旋
円
偏
波
に
も

対
応
。

　

さ
ら
に
メ
リ
ッ
ト
と
な
る
の

が
、
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
て
の
受

信
偏
波
切
替
が
で
き
る
2
つ
の

出
力
端
子
を
備
え
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
2
条

配
線
方
式
を
は
じ
め
1
1
0
度

Ｃ
Ｓ
か
ら
の
信
号
を
含
ん
だ
多

チ
ャ
ン
ネ
ル
の
情
報
を
全
端
末

へ
伝
送
す
る
た
め
の
さ
ま
ざ
ま

な
シ
ス
テ
ム
方
式
へ
の
対
応
が

極
め
て
簡
単
・
便
利
な
も
の
と

な
っ
た
。

　

ま
た
、
そ
の
ほ
か
の
特
長
と

し
て
は
、
搭
載
さ
れ
て
い
る
コ

ン
バ
ー
タ
ー
が
Ｎ
Ｆ
０
・
6
嵯

（
標
準
）
と
低
雑
音
タ
イ
プ
と

な
っ
て
い
る
た
め
、
同
等
ク
ラ

ス
の
商
品
で
は
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル

の
性
能
指
数
を
達
成
、
ひ
と
き

わ
鮮
明
な
映
像
で
受
信
す
る
こ

と
が
可
能
だ
。
ま
た
、
優
れ
た

鏡
面
精
度
を
確
保
し
て
い
る
パ

ラ
ボ
ラ
反
射
鏡
部
に
は
高
効
率

ア
ル
ミ
材
を
使
用
、
受
信
性
能

を
大
幅
に
ア
ッ
プ
し

て
い
る
う
え
耐
候
性

に
も
富
み
、
長
期
間

の
使
用
に
も
耐
え
ら

れ
る
。
パ
ラ
ボ
ラ
部

は
リ
サ
イ
ク
ル
も
可

能
な
よ
う
に
製
造
さ

れ
て
お
り
、
時
代
の

ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
性

能
も
確
保
し
て
い
る
。

　

本
体
は
小
型
軽
量

を
実
現
し
取
り
扱
い

が
簡
単
で
設
置
も
ス

ム
ー
ズ
に
行
え
る
。

出
力
端
子
に
は
防
水

キ
ャ
ッ
プ
が
付
属
さ

れ
、
ケ
ー
ブ
ル
接
続

時
の
処
理
も
簡
単
に

行
え
る
の
も
特
長
の

ひ
と
つ
。

　

価
格
は
Ｄ
Ｂ
Ｃ
Ａ

倆
6
0
1
が
6
0
、

0
0
0
円
、
Ｄ
Ｂ
Ｃ
Ａ
倆
7
5

1
が
8
2
、
5
0
0
円
。

　

問
い
合
わ
せ
先

広
報
企
画
部

緯
0
7
8（
6
8
2
）
0
0
0
1

大
で　

倍
の
電
子
感
度
ア
ッ
プ

32

を
内
蔵
な
ど
、
監
視
体
制
を
よ

り
強
化
で
き
る
機
能
が
充
実
し

て
い
る
。
そ
し
て
Ｃ
Ｐ
４
７
０

は
Ａ
Ｃ
１
０
０
Ｖ
で
、
Ｃ
Ｐ
４

７
４
は
Ａ
Ｃ　

Ｖ
と
Ａ
Ｃ　

Ｖ

24

12

を
併
用
で
き
、
用
途
や
環
境
に

合
わ
せ
て
選
択
す
る
こ
と
が
可

能
。

　

金
融
機
関

や
コ
ン
ビ
ニ

な
ど
で
の
防

犯
や
サ
ー
ビ

ス
向
上
に
効

果
を
発
揮
す

る
Ｗ
Ｖ
倆
Ｃ

Ｐ
１
７
０
は

ス
ー
パ
ー
ダ

イ
ナ
ミ
ッ
ク

Ⅱ
方
式
を
採

用
し
た
標
準

モ
デ
ル
。
同
軸

ケ
ー
ブ
ル
１

本
で
テ
ル
ッ
ク
モ
ニ
タ
ー
に
接

続
し
て
手
軽
に
シ
ス
テ
ム
の
構

築
が
で
き
る
。
そ
の
う
え
、
手

動
に
よ
る
２
倍
電
子
ズ
ー
ム
機

能
を
搭
載
し
離
れ
た
被
写
体
も

確
実
に
補
足
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
高
感
度
非
球
面
レ
ン
ズ
を

使
用
し
た
時
の
最
低
照
度
は

０
・
４
ル
ク
ス
と
薄
暗
い
場
所

で
も
自
然
カ
ラ
ー
映
像
が
得
ら

れ
、
地
下
駐
車
場
や
倉
庫
で
も

使
用
が
可
能
だ
。

　

そ
れ
に
電
子
感
度
ア
ッ
プ
内

蔵
で
自
動
な
ら　

倍
、
固
定
時

10

で
は　

倍
ま
で
の
設
定
が
可
能
。

32

こ
の
た
め
、
照
度
差
の
激
し
い

屋
外
で
も
無
調
整
で
忠
実
な
鮮

明
画
像
を
撮
影
で
き
る
。

　

価
格
は
Ｃ
Ｐ
４
７
０
と
Ｃ
Ｐ

４
７
４
が
１
６
０
、
０
０
０
円
。

Ｃ
Ｐ
１
７
０
が
１
３
０
、
０
０

０
円
。

　

問
い
合
わ
せ

　

Ａ
Ｖ
＆
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
カ
ン

パ
ニ
ー

緯
０
４
５（
９
３
９
）１
７
２
３

広告スペース



全 日 電 工 連 平成 14 年 3 月 1日第 396 号(9) ( 第３種郵便物認可)

　

松
下
電
工
㈱
は
２
０
０
１
年

８
月
に
発
売
し
た
初
代
モ
デ
ル

の
「
Ｋ
Ｐ
３
Ｓ
」
の
後
継
モ
デ

ル
と
し
て　

種
類
の
メ
ッ
セ
ー

64

ジ
を
簡
単
に
作
成
で
き
、
よ
り

機
能
を
充
実
さ
せ
た
「
メ
ッ
セ

ー
ジ
ラ
ン
ナ　

Ｋ
Ｐ
３
Ｈ
」
を

発
売
し
た
。

　

同
商
品
は
ホ
ー
ム
エ
レ
ベ
ー

タ
、
ス
ト
ー
ブ
、
会
議
室
テ
ー

ブ
ル
上
の
名
札
な
ど
、
広
範
囲

に
わ
た
っ
て
使
用
で
き
る
優
れ

た
性
能
を
搭
載
し
て
い
る
。
大

き
な
特
長
と
し
て
は　

種
類
の

64

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
専
用
の
作
成
ソ

フ
ト
を
使
用
し
て
簡
単
に
作
成
、

登
録
が
で
き
、
そ
の
登
録
さ
れ

た
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
裏
面
端
子
の

組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
、
簡
単

に
呼
び
出
し
表
示
が
行
え
る
。

　

ひ
と
つ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
最

大
で　

文
字
、
半
角
な
ら　

文

16

32

字
ま
で
が
登
録
可
能
な
っ
て
い

る
。
文
字
の
表
示
機
能
と
し
て

は
、
緑
か
橙
の
色
選
定
が
で
き

る
う
え
、
文
字
の
点
灯
と
点
滅

の
選
択
も
可
能
に
な
っ
て
い
る

の
で
、
異
常
を
知
ら
せ
る
と
き

に
、
瞬
時
に
目
立
つ
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。
液
晶
画
面
も
見

や
す
い
４
文
字
表
示
で
、
３
段

階
の
ス
ピ
ー
ド
を
選
択
で
き
る

ス
ク
ロ
ー
ル
表
示
が
行
え
、
低

速
な
ら
６
秒
、
中
速
は
３
秒
、

さ
ま
ざ
ま
な
場
所
で

使
用
で
き
る
簡
易
表
示
機

長
時
間
点
灯
を
実
現
し
た

小
型
の
ハ
ロ
ゲ
ン
非
常
灯

高
い
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を

完
備
し
た
ル
ー
タ
ー
登
場

　

オ
ム
ロ
ン
㈱
は
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
を
高
め
た
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン

ド
用
ル
ー
タ
ー
「
Ｖ
Ｉ
Ａ
Ｇ
Ｇ

Ｉ
Ｏ　

Ｍ
Ｒ
１
０
４
Ｆ
Ｎ
Ａ

Ｖ
」
を
発
売
し
た
。

　

同
商
品
は
昨
年　

月
に
発
売

11

し
た
「
Ｖ
Ｉ
Ａ
Ｇ
Ｇ
Ｉ
Ｏ
ブ
ロ

ー
バ
ン
ド
ル
ー
タ
ー　

Ｍ
Ｒ
１

０
４
Ｆ
」
に
ウ
ィ
ル
ス
の
対
策

ソ
フ
ト
で
定
評
の
あ
る
シ
マ
ン

テ
ッ
ク
社
の
「
ノ
ー
ト
ン
・
ア

ン
チ
ウ
ィ
ル
ス
２
０
０
２　

１

ユ
ー
ザ
ー
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
版
」

を
標
準
的
に
バ
ン
ド
ル
し
て
い

る
。
こ
の
た
め
、
外
部
か
ら
送

ら
れ
て
き
た
ウ
ィ
ル
ス
に
感
染

し
た
ソ
フ
ト
に
よ
っ
て
、
万
一

感
染
し
て
も
作
業
を
中
断
す
る

こ
と
な
く
自
動
的
に
修
復
し
て

く
れ
る
の
で
安
心
。
そ
れ
に
メ

ー
ル
の
受
信
時
だ
け
で
は
な
く
、

送
信
時
に
も
ウ
ィ
ル
ス
検
査
を

行
う
の
で
、
ウ
ィ
ル
ス
感
染
を

未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
パ
ケ
ッ
ト
の
デ
ー
タ
部

分
ま
で
判
断
可
能
な
Ｓ
Ｐ
Ｉ

フ
ァ
イ
ア
ウ
ォ
ー
ル
機
能
も
搭

載
し
て
い
る
た
め
、
よ
り
安
全

で
強
固
な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
を

実
現
し
て
い

る
。

　

高
速
Ｃ
Ｐ

Ｕ
を
採
用
し

て
い
る
の
で
、

最
高
で
８
・

９
Ｍ
ｂ
ｐ
ｓ

の
高
速
ル
ー

テ
ィ
ン
グ
を

可
能
に
し
、

多
く
の
プ
ロ

バ
イ
ダ
が
サ

ー
ビ
ス
を
開

始
し
て
い
る

高
速
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
接

続
サ
ー
ビ
ス

　

東
芝
ラ
イ
テ
ッ
ク
㈱
は
コ
ン

パ
ク
ト
サ
イ
ズ
な
が
ら
長
時
間

の
点
灯
を
実
現
し
た
小
型
ミ
ニ

ハ
ロ
ゲ
ン
非
常
灯
を
発
売
し

た
。 
 
同
商
品
は　

ワ
ッ
ト
タ

13

イ
プ
の
非
常
灯
と
し
て
カ
タ
ロ

グ
値
の
点
灯
時
間
は　

分
と

60

な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
同
社

の
独
自
技
術
に
よ
っ
て
蓄
電
池

の
容
量
を
ア
ッ
プ
し
、
点
灯
ユ

ニ
ッ
ト
の
高
効
率
化
、
そ
し
て

専
用
の
ミ
ニ
ハ
ロ
ゲ
ン
電
球
に

合
わ
せ
た
新
規
の
設
計
を
施
す

な
ど
、
定
格
の
点
灯
時
間
を
超

え
、
約　

分
間
も
点
灯
で
き
る

90

能
力
を
持
つ
優
れ
た
非
常
灯
。

　

埋
込
型
と
直
付
型
の
２
機
種

が
発
売
さ
れ
る
が
、
埋
め
込
み

型
は
直
径
が
１
０
０
亜
を
コ
ン

パ
ク
ト
で
、
ど
ん
な
場
所
で
も

違
和
感
な
く
使
用
で
き
る
。
ま

た
、
枠
の
カ
ラ
ー
も
ホ
ワ
イ
ト

な
の
で
設
置
場
所
の
雰
囲
気
を

壊
す
こ
と
も
な
い
。
埋
込
に
必

要
な
深
さ
も
１
６
０
亜
な
の
で

設
置
場
所
も
気
に
せ
ず
、
取
り

付
け
も
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る
。

　

反
射
板
の
素
材
は
ア
ル
ミ
を

使
用
し
、
鏡
面
仕
上
げ
に
な
っ

て
い
る
。
こ
の
高
い
効
率
を
有

す
る
反
射
板
と
専
用
の
ミ
ニ
ハ

ロ
ゲ
ン
電
球
に
よ
り
、
非
常
灯

を
取
り
付
け
る
間
隔
を
広
く
す

る
こ
と
が
で
き
、
こ
の
た
め
、

少
な
い
設
置
数
で
も
必
要
な
照

度
が
確
保
で
き
る
の
も
魅
力
だ
。

　

ま
た
、
直
付
型
で
は
反
射
板

な
ど
の
機
能
は
埋
込
型
と
同
じ

だ
が
、
カ
バ
ー
の
色
が
オ
フ
ホ

ワ
イ
ト
と
若
干
シ
ッ
ク
な
装
い

と
な
っ
て
、
デ
ザ
イ
ン
性
も
重

視
し
て
い
る
。

　

価
格
は
Ｉ
Ｅ
Ｍ
倆
１
３
２
２

１
Ｌ
（
埋
込
型
）
が
５
６
，
０

０
０
円
、
Ｉ
Ｅ
Ｍ
倆
１
３
８
２

１
Ｌ
（
直
付
型
）
が
４
６
、
０

０
０
円
と
と
な
っ
て
い
る
。

　

問
い
合
わ
せ
先

　

商
品
企
画
担
当

緯
０
５
５
９（
６
８
）８
３
９
８

　

㈱
Ｎ
Ｔ
Ｔ
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ

ー
ズ
は
雷
害
対
策
の
サ
ー
ビ

ス
を
開
始
す
る
。

　

雷
に
関
す
る
被
害
は
全
国

で
年
間
平
均　

万
回
、　

娃

10

10

様々なニーズに合った
　　　　　　雷害対策が施せる

に
対
応
し
て
い
る
の
で
、
互
換

性
な
ど
を
心
配
し
な
い
で
使
用

で
き
る
。

　

フ
レ
ッ
ツ
・
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
に
も

対
応
し
、
使
用
す
る
パ
ソ
コ
ン

に
専
用
ソ
フ
ト
を
イ
ン
ス
ト
ー

ル
す
る
こ
と
な
く
、
同
時
に
複

数
の
パ
ソ
コ
ン
で
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
接
続
で
き
る
。
そ
し

て
自
動
接
続
／
自
動
切
断
機
能

も
搭
載
し
、
無
駄
な
手
間
を
省

い
て
快
適
な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

環
境
を
構
築
で
き
る
。
ま
た
、

仮
想
サ
ー
バ
に
も
対
応
済
み
な

の
で
、
い
ち
い
ち
プ
ロ
バ
イ
ダ

に
申
し
込
む
こ
と
な
く
、
そ
の

場
で
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
公
開
す

る
こ
と
も
で
き
便
利
。

　

各
種
の
設
定
は
現
在
使
用
し

て
い
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
エ
ク

ス
プ
ロ
ー
ラ
や
ネ
ッ
ト
ス
ケ
ー

プ
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
な
ど
で
、
質

問
に
答
え
て
い
く
だ
け
で
簡
単

に
設
定
が
で
き
る
の
も
特
長
の

ひ
と
つ
だ
。

　

サ
イ
ズ
は
Ｗ
２
０
４
×
Ｈ
２

９
×
Ｄ
１
２
７
で
、
重
量
は
Ａ

Ｃ
ア
ダ
プ
タ
ー
を
除
き
約
３
２

０
ｇ
。
価
格
は
オ
ー
プ
ン
プ
ラ

イ
ス
に
な
っ
て
い
る
。

　

問
い
合
わ
せ
先

　

周
辺
機
器
事
業
部
営
業
課

緯
０
３
（
５
４
３
５
）２
０
１
０

高
速
な
ら
２
秒
で
ス
ク
ロ
ー
ル

で
き
る
。

　

同
商
品
か
ら
搭
載
さ
れ
た
新

機
能
と
し
て
、
ラ
ン
プ
や
ブ
ザ

ー
と
接
続
す
る
こ
と
で
、
内
蔵

さ
れ
た
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
出
力
に

よ
っ
て
、
外
部
通
報
で
き
る
出

力
機
能
を
搭
載
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
待
機
機

能
を
採
用
。
前
モ
デ
ル
で
は
、

次
の
信
号
が
入
る
と
今
ま
で
流

れ
て
い
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
新
し

い
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
切
り
替
え
て

い
た
が
、
今
回
か
ら
流
れ
て
い

る
途
中
で
次
の
信
号
が
入
っ
て

も
、
今
ま
で
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

流
れ
終
わ
っ
て
か
ら
、
新
し
い

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
表
示
さ
れ
る
よ

う
に
変
更
さ
れ
た
。
電
源
も
前

モ
デ
ル
で
は
Ｄ
Ｃ
５
Ｖ
と
Ｄ
Ｃ

　

Ｖ
の
２
タ
イ
プ
だ
っ
た
が
、

24

今
回
は　

Ｖ
～　

Ｖ
と
変
更
に

12

24

な
り
、
使
用
範
囲
が
広
が
っ
て

使
い
や
す
さ
を
向
上
し
て
い
る
。

　

価
格
は
５
Ｖ
、　

Ｖ
～　

Ｖ

12

24

と
も
に
９
、
４
０
０
円
。
作
成

ソ
フ
ト
付
き
の
転
送
ケ
ー
ブ
ル

ユ
ニ
ッ
ト
が
８
、
１
０
０
円
。

　

問
い
合
せ
先

　

総
合
営
業
企
画
部

緯
０
６（
６
９
０
８
）１
１
３
１

四
方
程
度
の
狭
い
範
囲
で
は
年

間
１
～
４
回
程
度
、
雷
に
よ
る

被
害
が
発
生
し
て
い
る
。
雷
の

被
害
は
直
接
建
物
な
ど
に
落
雷

す
る
直
撃
雷
が
連
想
さ
れ
る
が
、

発
生
頻
度
や
規
模
に
関
し
て
は
、

直
撃
雷
よ
り
も
誘
導
雷
の
ほ
う

が
影
響
が
大
き
い
。
特
に
オ

フ
ィ
ス
に
は
多
く
の
Ｏ
Ａ
機
器

が
あ
り
、
そ
の
中
で
も
特
に
パ

ソ
コ
ン
に
対
す
る
被
害
が
懸
念

さ
れ
て
い
る
。

　

現
在
、
Ｉ
Ｔ
化
が
進
む
中
で

パ
ソ
コ
ン
は
会
社
に
は
な
く
て

は
な
ら
な
い
存
在
と
な
り
つ
つ

あ
り
、
Ｌ
Ａ
Ｎ
に
よ
っ
て
複
数

の
パ
ソ
コ
ン
が
同
じ
回
線
に

よ
っ
て
接
続
し
て
い
る
。
そ
の

た
め
雷
の
被
害
に
よ
っ
て
個
々

の
パ
ソ
コ
ン
に
内
蔵
さ
れ
て
い

る
部
品
な
ど
が
破
損
す
る
だ
け

で
は
な
く
、
シ
ス
テ
ム
全
体
が

影
響
を
受
け
、
す
べ
て
の
機
能

が
停
止
し
て
し
ま
う
危
険
性
も

あ
り
、
生
産
活
動
や
業
務
停
止

と
い
う
思
わ
ぬ
被
害
が
生
じ
て

し
ま
う
。
こ
の
よ
う
な
リ
ス
ク

を
回
避
す
る
た
め
に
、
こ
の
新

サ
ー
ビ
ス
が
有
効
な
手
段
と
考

え
ら
れ
る
。

　

こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
大
き
く
分

け
て
３
つ
の
大
き
な
柱
が
あ
り
、

ど
の
サ
ー
ビ
ス
も
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル

ー
プ
で
培
っ
た
電
気
設
備
や
通

信
設
備
の
設
計
な
ど
の
技
術
を

生
か
し
て
い
る
。

　

ま
ず
、
効
果
的
な
雷
害
対
策

の
実
現
へ
向
け
て
の
調
査
や
提

案
な
ど
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
。

　

さ
ら
に
建
物
の
立
地
条
件
や

耐
雷
装
置
の
有
無
、
電
源
線
・

通
信
線
・
接
地
シ
ス
テ
ム
の
構

成
な
ど
か
ら
、
そ
の
建
物
や
設

備
が
被
る
雷
害
や
、
そ
の
危
険

性
の
評
価
を
行
う
雷
害
リ
ス

ク
評
価
・
診
断
サ
ー
ビ
ス
。

　

ま
た
、
雷
害
対
策
の
実
施

計
画
に
基
づ
き
、
建
物
に
対

し
て
の
雷
害
対
策
設
備
工
事

や
、
リ
ス
ク
回
避
、
信
頼
性

の
向
上
を
ア
ッ
プ
す
る
た
め
、

対
策
機
器
設
置
後
の
監
視
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
く
。

　

こ
の
よ
う
に
状
況
に
合
っ

た
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る

う
え
、
段
階
を
踏
ま
え
、
そ

れ
ぞ
れ
の
建
物
に
合
っ
た
雷

害
対
策
を
講
じ
る
の
で
、
低

コ
ス
ト
の
対
策
が
施
せ
る
。

　

問
い
合
わ
せ
先

緯
０
１
２
０
（
７
２
７
）
３

７
４

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
n
t
t

倆f
.

c
o
.
j
p
/
f
o
r
m
/
i
n
d
e
x
.
h

t
m
l
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省
エ
ネ
に
高
い
関
心

地
球
環
境
と

　
　

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
調
和
展

多
様
な
ラ
イ
フ

　
　
　

ス
タ
イ
ル
の
実
現
を

　

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
地
球
環
境

保
全
に
関
す
る
機
器
・
シ
ス
テ

ム
・
素
材
技
術
・
情
報
・
製
品
・

サ
ー
ビ
ス
等
が
集
ま
る
日
本
最

大
の
総
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
展
示
会

で
あ
る
E
N
E
X
「
地
球
環
境

と
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
調
和
展
」
が

1
月　

日
牙
か
ら
2
月
2
日
臥

31

ま
で
東
京
の
臨
海
副
都
心
に
あ

る
東
京
ビ
ッ
ク
サ
イ
ト
で
開
催

さ
れ
た
。

　

同
展
は
苛
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ

ン
タ
ー
及
び
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・

産
業
技
術
総
合
開
発
機
構
が
主

催
し
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
月
間
で

あ
る
2
月
に
主
要
行
事
と
し
て

毎
年
行
な
わ
れ
、
今
年
で　

回
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目
を
迎
え
る
。

　

今
年
は
『
ビ
ジ
ネ
ス
と
生
活

を
豊
か
に
す
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
』
を
メ
イ
ン

テ
ー
マ
に
、
国
民
各
層
に
対
す

る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
地
球
環
境

保
全
の
意
識
の
高
揚
並
び
に
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
技
術
、
機
器
、
シ
ス
テ
ム
等

の
普
及
促
進
を
目
指
し
て
い
く
。 　

同
展
示
会
で
は
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
と
地
球
環
境
保
全
に
関
わ
る

最
先
端
の
、
あ
る
い
は
革
新
的

な
製
品
や
機
器
等
が
展
示
。
電

気
事
業
連
合
会
な
ど
の
団
体
、

電
力
会
社
、
メ
ー
カ
ー
、
環
境

関
連
企
業
等
が
多
数
出
展
し
、

各
ブ
ー
ス
で
は
出
展
者
と
来
場

者
と
の
熱
心
な
や
り
取
り
が
あ

ち
ら
こ
ち
ら
で
見
受
け
ら
れ
、

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
対
す
る
高
い

関
心
を
感
じ
さ
せ
た
。

　

ま
た
、
同
展
示
会
の
併
催
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
東
京
会
場
で
は
、

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
カ
ン
フ
ァ
レ
ン

ス
2
0
0
2
」（
主
催
苛
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
）
も
同
時
開

催
さ
れ
た
。
こ
の
他
に
も
エ
ネ

ル
ギ
ー
・
環
境
保
全
ビ
ジ
ネ
ス

に
関
連
す
る
セ
ミ
ナ
ー
が
行
な

わ
れ
、
エ
コ
ー
ネ
ッ
ト
の
概
要

と
活
動
状
況
の
報
告
や
燃
料
電

池
開
発
の
現
状
と
将
来
な
ど
に

つ
い
て
専
門
家
が
講
義
し
た
。

さ
ら
に
、
昨
年
7
月
に
開
催
さ

れ
た
地
球
温
暖
化
防
止
ボ
ン
会

議
及
び　

月
の
同
モ
ロ
ッ
コ
会

11

議
開
催
を
受
け
、
東
京
三
菱
証

券
ク
リ
ー
ン
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・

フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
委
員
長
、
波
多

野
順
治
氏
に
よ
る
キ
ー
ノ
ー
ト

ス
ピ
ー
チ
も
行
わ
れ
た
。
今
年

の
東
京
会
場
の
来
場
者
数
は
4

0
、
1
3
2
人
、
大
阪
会
場
で

は
2
0
、
8
1
4
人
を
記
録
し

た
。

　

経
済
産
業
省
、
国
土
交
通
省

は
都
市
基
盤
整
備
公
団
の
協
力

の
も
と
、
東
京
・
中
央
区
の

「
晴
海
ア
イ
ラ
ン
ド
ト
リ
ト
ン

ス
ク
エ
ア
」
の
都
市
基
盤
整
備

公
団
賃
貸
住
宅
等
に
お
い
て
、

住
宅
内
デ
ジ
タ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
実
証
実
験
を
実
施
す
る
。

　

昨
年
3
月
に
Ｉ
Ｔ
戦
略
本
部

に
よ
っ
て
取
り
ま
と
め
ら
れ
た

ｅ
倆
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
重
点
計
画
で

は
、「
2
0
0
5
年
ま
で
に
す
べ

て
の
国
民
が
場
所
を
問
わ
ず
、

自
分
の
望
む
情
報
の
入
手
・
処

理
・
発
信
を
安
全
・
迅
速
・
簡

単
に
行
え
る
Ｉ
Ｐ
ｖ
６
が
実
装

さ
れ
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境

を
実
現
す
る
」
と
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
中
、
情
報
家
電
の

普
及
と
豊
か
な
生
活
の
実
現
を

図
る
た
め
、
情
報
家
電
コ
ン
ソ

ー
シ
ア
ム
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
株
式
会
社
、
富

士
通
株
式
会
社
、
日
本
電
気
株

式
会
社
、
松
下
電
工
株
式
会
社
、

株
式
会
社
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
イ
テ
ッ
ク
、

株
式
会
社
東
京
放
送
、
苛
ベ
タ

ー
リ
ビ
ン
グ
等
）
に
よ
り
行
わ

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

家
庭
内
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化

さ
れ
た
情
報
家
電
は
、
各
々
の

情
報
家
電
間
で
情
報
を
共
有
す

る
こ
と
に
よ
り
、
各
情
報
家
電

の
状
態
表
示
、
監
視
、
機
能
制

御
や
連
携
制
御
等
を
実
現
す
る

と
と
も
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

へ
の
接
続
に
よ
り
外
出
先
か
ら

情
報
家
電
を
コ
ン
ロ
ト
ー
ル
で

き
る
な
ど
、
Ｉ
Ｔ
革
命
に
よ
る

生
活
利
便
性
の
向
上
や
多
様
な

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
実
現
と

い
っ
た
国
民
生
活
全
般
に
お
け

る
変
化
を
実
現
す
る
た
め
、
今

後
広
く
普
及
す
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
て
い
る
。

　

三
菱
電
機
株
式
会
社
（
谷
口

一
郎
社
長
）
は
、
非
家
電
系
事

業
の
環
境
変
化
、
顧
客
ニ
ー
ズ

の
多
様
化
に
対
応
し
、
事
業
競

争
力
強
化
と
高
効
率
経
営
を
目

指
す
た
め
、
住
宅
・
設
備
機
器

（
照
明
・
換
気
扇
・
空
調
等
）

及
び
冷
熱
機
器
（
パ
ッ
ケ
ー
ジ

エ
ア
コ
ン
・
低
温
機
器
等
）
の

販
売
を
担
当
す
る
非
家
電
系
地

域
販
売
会
社
8
社
を
統
合
し
、

今
年
4
月
に
「
株
式
会
社
三
菱

電
機
ラ
イ
フ
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
ー

ズ
」（
東
京
都
台
東
区
、
資
本
金

　

億
円
、
従
業
員
数
約
1
、
3

260
0
人
）
を
設
立
す
る
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
現
在
株
式
会

社
三
菱
電
機
ラ
イ
フ
フ
ァ
シ
リ

テ
ィ
ー
ズ
北
海
道
が
担
当
し
て

い
る
北
海
道
地
区
家
電
チ
ャ
ネ

ル
を
、
家
電
事
業
戦
略
の
全
国

一
元
展
開
に
よ
り
更
な
る
事
業

競
争
力
強
化
を
図
る
た
め
、
株

式
会
社
三
菱
電
機
ラ
イ
フ
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
へ
の
営
業
譲
渡
を
行

な
う
。

第 2 6 回

デジタルネ ット
実 証 実 験

産 業 省
国 交 省
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非
家
電
系
販
売
８
社
、

　
　
　

４
月
に
統
合

急速に普及しているＩＨクッキングヒーターの実演

各ブースでは出展者と来場者が熱心に話を交わす

コージェネレーションシステムにも関心が集まった

広告スペース
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互
助
会
加
入
者
の
う
ち
、次

の
方
々
が
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。な
お
、
互
助
会
規
約
に

基
づ
き
病
気
、
そ
の
他
で
亡
く

な
ら
れ
た
ご
遺
族
の
方
に
弔
慰

金
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

僉
全
焼
僊

【
青
森
】
青
森
市
西
滝　

森
電
気
商
会　
　
　

森
要
助
様

【
青
森
】
弘
前
市
大
字
境
関

一
戸
電
業
社　
　

一
戸
正
様　
６２

【
岩
手
】
二
戸
市
安
比

　

昨
年　

月
4
日
牙
、
愛
知
県

10

名
古
屋
市
の
名
古
屋
国
際
会
議

場
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
「
第

　

回
電
気
工
事
業
全
国
大
会
」

18（
全
日
電
工
連
主
催
）
の
記
念

誌
が
発
行
さ
れ
た
。

　

加
藤
金
太
郎
大
会
実
行
委
員

会
委
員
長
の
開
会
の
こ
と
ば
、

徳
住
一
郎
全
日
電
工
連
会
長
の

挨
拶
、
来
賓
の
平
沼
赳
夫
経
済

産
業
大
臣
、
扇
千
景
国
土
交
通

大
臣
、
神
田
真
秋
愛
知
県
知
事
、

松
原
武
久
名
古
屋
市
長
、
川
口

文
夫
中
部
電
力
㈱
取
締
役
社
長
、

西
田
一
成
松
下
電
工
㈱
取
締
役

社
長
、
塚
原
淳
一
東
芝
ラ
イ

テ
ッ
ク
㈱
取
締
役
社
長
ら
の
祝

辞
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
全
日
電
工
連
全
国
青
年

部
協
議
会
を
集
約
し
独
自
の
提

言
を
行
な
っ
た
青
年
部
意
見
発

表
、
関
本
順
市
全
日
電
工
連
副

会
長
に
よ
る
大
会
決
議
、
次
回

全
国
大
会
開
催
地
で
あ
る
愛
媛

県
の
越
智
亀
一
四
国
電
気
工
事

組
合
連
合
会
会
長
に
よ
る
挨
拶
、

小
林
稔
全
日
電
工
連
副
会
長
の

閉
会
の
こ
と
ば
、
ま
た
懇
親
会

に
お
け
る
衆
議
院
議
員
の
武
藤

嘉
文
顧
問
の
挨
拶
も
掲
載
。

　

さ
ら
に
『
音
と
光
の
名
古
屋

の
競
宴
』
と
銘
打
っ
た
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
や
伝
統
芸
能
の
「
か

ら
く
り
人
形
」、大
会
式
典
に
先

だ
っ
て
行
な
わ
れ
た
評
論
家
の

内
橋
克
人
氏
に
よ
る
記
念
講
演

会
の
模
様
も
収
録
。

　

同
大
会
は
、
全
国
各
地
か
ら

組
合
員
、
業
界
関
係
者
ら
1
、

3
0
0
名
余
り
が
参
加
す
る
盛

況
振
り
で
、
そ
の
溢
れ
る
熱
気

が
豊
富
な
写
真
に
よ
り
忠
実
に

再
現
さ
れ
て
い
る
。

　

同
記
念
誌
の
発
行
元
は
中
部

電
気
工
事
業
組
合
連
合
会
。

　

昨
年
4
月
か
ら
本
格
的
に
施

行
さ
れ
た
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法

は
施
行
後　

ヶ
月
を
経
過
し
、

10

管
轄
す
る
経
済
産
業
省
及
び
環

境
省
は
、
小
売
店
に
お
け
る
廃

家
電
の
引
取
り
、
製
造
業
者
等

の
指
定
引
取
場
所
に
お
け
る
廃

家
電
の
引
取
り
、
製
造
業
者
等

の
リ
サ
イ
ク
ル
施
設
に
お
け
る

リ
サ
イ
ク
ル
の
実
施
等
の
経
過

報
告
を
行
な
っ
た
。

　

昨
年
4
月
1
日
の
施
行
以
降
、

今
年
1
月　

日
の
業
務
終
了
時

31

ま
で
の　

ヶ
月
間
に
全
国
の
指

10

定
引
取
場
所
が
引
き
取
っ
た
廃

家
電
四
品
目
は
合
計
約
7
3
7

万
台
で
、
1
月
の
引
取
台
数
は

約　

万
台
で
あ
っ
た
。　

ま
た
、

68
指
定
引
取
場
所
等
か
ら
全
国
の

リ
サ
イ
ク
ル
施
設
に
搬
入
さ
れ

た
廃
家
電
四
品
目
は
、
合
計
約

7
2
3
万
台
。
こ
の
う
ち
1
月

の
搬
入
台
数
は
約　

万
台
で

76

あ
っ
た
。　

全
国
約
6
万
店
の

家
電
小
売
店
が
参
加
す
る
苛
家

電
製
品
協
会
の
家
電
リ
サ
イ
ク

ル
券
シ
ス
テ
ム
は
、
今
年
1
月

　

日
時
点
で
参
加
小
売
店
に
対

31し
合
計
約
1
、
6
8
2
万
枚
の

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
券
を
発
送
し
、

郵
便
局
用
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
券

は
全
国
の
郵
便
局
に
合
計
約
2

1
8
万
枚
を
配
布
し
た
。

　

苛
家
電
製
品
協
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（ h

t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
r
k

c
.
a
e
h
a
.
o
r
.
j
p

）
上
に
は
、

「
排
出
者
向
け
引
取
り
状
況
確

認
」
機
能
が
公
開
さ
れ
て
お
り
、

こ
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
に
ア
ク
セ

ス
す
る
こ
と
で
消
費
者
が
排
出

し
た
家
電
製
品
の
状
況
を
確
認

で
き
る
。 

　

ま
た
、
今
年
1
月
、
中
国
経

済
産
業
局
が
家
電
リ
サ
イ
ク
ル

法
に
基
づ
き
実
施
し
た
立
入
検

査
で
1
社
、
関
東
経
済
産
業
局

が
実
施
し
た
立
入
検
査
で
1
社

が
共
に
、
排
出
者
か
ら
引
き

取
っ
た
使
用
済
み
特
定
家
庭
用

機
器
を
製
造
事
業
者
等
以
外
の

者
へ
引
き
渡
し
た
と
し
て
同
法

　

条
違
反
が
確
認
さ
れ
、
同
法

10第　

条
第
1
項
に
基
づ
き
、
経

16
済
産
業
省
及
び
環
境
省
の
両
省

は
2
月　

日
付
け
で
勧
告
を
行

15

な
っ
た
。

　

経
済
産
業
省
商
務
情
報
政
策

局
情
報
通
信
機
器
課
環
境
リ
サ

イ
ク
ル
室
、
環
境
省
大
臣
官
房

廃
棄
物
・
リ
サ
イ
ク
ル
対
策
部

企
画
課
で
は
今
後
も
引
き
続
き
、

不
法
取
引
き
や
不
法
投
棄
の
実

態
調
査
を
続
け
る
と
と
も
に
、

「
家
電
の
市
況
変
化
に
伴
う
排

出
の
推
移
を
見
守
っ
て
い
く
」

と
し
て
い
る
。

柴
田
電
気　
　

柴
田
岩
治
様　
80

【
福
島
】福
島
市
方
木
田

（
名
）椎
名
電
気
工
業
所

　
　
　
　
　
　

椎
名
七
郎
様　
７８

【
新
潟
】西
蒲
原
郡
吉
田
町

禍
有
坂
電
気
商
会

　
　
　
　
　
　

有
坂
七
郎
様　
８２

【
富
山
】富
山
市
大
町

桑
島
電
機
商
会

　
　
　
　
　
　

桑
島
良
男
様　
８１

【
富
山
】魚
津
市
経
田
中
町

岡
田
電
機
商
会

　
　
　
　
　
　

岡
田
精
焏
様　
８５

【
石
川
】松
任
市
松
本
町

中
島
電
気
工
事

　
　
　
　
　
　

中
島
正
行
様　
６０

【
千
葉
】柏
市
旭
町

禍
矢
口
電
機　

矢
口
勝
三
様　
７７

【
千
葉
】市
原
市
下
野

京
葉
電
工
珂

　
　
　
　
　

菊
間
勇
次
郎
様　
６４

【
東
京
】大
田
区
大
森
中

宮
崎
電
業
珂　
　

宮
崎
勇
様　
７９

【
静
岡
】磐
田
市
見
付
西
坂
町

禍
よ
こ
い
デ
ン
キ

　
　
　
　
　
　

横
井
儀
一
様　
７０

【
三
重
】
伊
勢
市
浦
口

禍
伊
藤
電
気
工
事

　
　
　
　
　
　

伊
藤
隆
二
様　
７０

【
京
都
】
竹
野
郡
網
野
町

岩
崎
電
気
商
会

　
　
　
　
　
　

岩
崎
晴
一
様　
８６

【
大
阪
】
大
阪
市
平
野
区
長
吉

オ
ー
エ
ム
計
装

　
　
　
　
　
　

松
原
宏
之
様　
６２

【
大
阪
】
大
阪
市
東
住
吉
区

珂
上
野
電
気
商
会

　
　
　
　
　

上
野
平
八
郎
様　
６８

【
香
川
】
大
川
郡
白
鳥
町

珂
山
本
電
気
工
業
所

　
　
　
　
　
　

山
本
節
雄
様　
５７

【
徳
島
】
徳
島
市
西
須
賀
町

湯
浅
電
気
商
会

　
　
　
　
　
　

湯
浅
高
義
様　
６６

【
鹿
児
島
】川
内
市
原
田
町

川
畑
電
気
工
事
店

　
　
　
　
　
　

川
畑
一
紀
様　
６０

中 工 連
発 行

名
古
屋
大
会
記
念
誌
発
刊

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
施
行
状
況
に
つ
い
て

引
き
取
り
累
計　

万
台

737
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近
年
の
高
齢
化
社
会
へ
の
社

会
構
造
の
変
化
を
受
け
て
、
バ

リ
ア
フ
リ
ー
住
宅
や
オ
ー
ル
電

化
住
宅
が
年
々
増
加
し
、
高
齢

者
層
の
意
識
も
自
立
生
活
を
長

く
続
け
て
い
く
こ
と
を
重
視
す

る
方
向
に
変
化
し
て
き
て
い
る
。

　

そ
う
い
っ
た
快
適
な
生
活
の

実
現
に
役
立
つ
機
器
と
し
て
注

目
さ
れ
て
い
る
の
が
、
通
常
の

家
庭
用
電
圧
の
2
倍
の
電
圧
を

使
用
す
る
「
2
0
0
ボ
ル
ト
家

電
」
だ
。

　
「
2
0
0
ボ
ル
ト
家
電
」
は
、

通
常
の
1
0
0
ボ
ル
ト
対
応
の

製
品
に
比
べ
て
高
い
電
圧
を
使

需
要
市
場
は
急
速
に
拡
大

2
0
0
ボ
ル
ト
化
も

　
　
　
　

新
規
需
要
の
掘
り
起
こ
し
に

用
し
て
い
る
た
め
、
よ
り
パ
ワ

ー
が
あ
り
、
家
庭
で
は
家
事
の

時
間
が
短
縮
で
き
る
の
が
魅
力

に
な
っ
て
い
る
。

　

な
か
で
も
、
火
を
使
わ
ず
安

全
で
清
潔
な
Ｉ
Ｈ
調
理
器

（
ク
ッ
キ
ン
グ
ヒ
ー
タ
ー
）
の

需
要
は
高
齢
者
が
い
る
家
庭
以

外
に
、
子
供
が
い
た
り
共
働
き

と
い
っ
た
一
般
家
庭
に
も
広
が

り
を
見
せ
て
い
る
。

　

2
0
0
1
年
の
Ｉ
Ｈ
ク
ッ
キ

ン
グ
ヒ
ー
タ
ー
の
需
要
は
、
松

下
電
気
産
業
の
調
べ
に
よ
る
と

前
年
比
約
1
・
8
倍
の　

万
台

37

で
、
5
万
4
千
台
だ
っ
た
3
年

前
と
比
べ
て
お
よ
そ
7
倍
に
達

し
て
い
る
。
2
0
0
2
年
も
引

き
続
き
1
・
6
倍
前
後
の
伸
び

が
期
待
で
き
、　

万
台
を
超
え

50

る
規
模
の
市
場
に
拡
大
し
そ
う

な
勢
い
だ
。

　

各
家
電
メ
ー
カ
ー
は
業
界
全

体
で
市
場
の
拡
大
を
目
指
し
て

お
り
、
こ
の
不
況
の
中
で
販
売

需
要
の
伸
び
が
期
待
で
き
る
商

品
と
し
て
商
品
の
基
本
性
能
ま

た
各
社
独
自
の
性
能
強
化
を
進

め
て
い
る
。

　

Ｉ
Ｈ
ク
ッ
キ
ン
グ
ヒ
ー
タ
ー

の
ビ
ル
ト
イ
ン
タ
イ
プ
は
、
2

0
0
1
年
の
需
要
が
前
年
比　
68

％
増
の　

万
台
で
、
コ
ン
ロ
全

32

体
に
占
め
る
割
合
は　

・
3
％

21

と
な
る
。
シ
ス
テ
ム
キ
ッ
チ
ン

は
現
在
年
間
1
1
0
万
台
の
市

場
規
模
を
有
し
て
お
り
、
そ
の

う
ち　

・
6
％
の　

万
台
に
搭

33

37

載
さ
れ
る
と
み
ら
れ
る
。
今
後

新
設
住
宅
着
工
戸
数
は
年
々
減

少
傾
向
を
辿
る
見
通
し
で
あ
る

も
の
の
、
ビ
ル
ト
イ
ン
タ
イ
プ

の
搭
載
率
の
増
加
に
よ
り
、
引

き
続
き
需
要
は
拡
大
し
て
い
く

と
期
待
さ
れ
る
。

　

ま
た
Ｉ
Ｈ
の
据
え
置
き
タ
イ

プ
の
需
要
は
、
2
0
0
1
年
に

前
年
比
3
・
8
倍
の
5
万
台
が

見
込
ま
れ
て
い
る
。
一
方
ガ
ス

コ
ン
ロ
は
わ
ず
か
な
が
ら
も
前

年
度
比
減
を
続
け
て
お
り
、
据

え
置
き
タ
イ
プ
の
需
要
は
ガ
ス

か
ら
Ｉ
Ｈ
へ
徐
々
に
シ
フ
ト
し

て
い
く
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

　

と
く
に
地
域
家
電
店
で
は
、

ビ
ル
ト
イ
ン
タ
イ
プ
よ
り
も
据

え
置
き
タ
イ
プ
の
方
が
、
顧
客

に
密
着
し
て
い
る
と
い
う
面
で

売
り
や
す
い
こ
と
、
さ
ら
に
高

額
商
品
で
あ
り
粗
利
も
取
れ
る

な
ど
、
さ
ら
に
Ｉ
Ｈ
据
え
置
き

タ
イ
プ
の
販
売
促
進
が
重
要
に

な
っ
て
く
る
。

　

取
り
扱
い
メ
ー
カ
ー
も
現
在
、

大
手
電
機
メ
ー
カ
ー
を
中
心
に

4
、
5
社
に
増
え
て
お
り
、
今

後
新
規
に
参
入
す
る
メ
ー
カ
ー

も
ま
す
ま
す
増
え
て
い
く
こ
と

を
考
え
る
と
、
低
価
格
が
進
む

こ
と
で
価
格
が
高
い
た
め
に
買

い
控
え
て
い
る
潜
在
的
な
需
要

層
に
ア
ピ
ー
ル
で
き
れ
ば
一
気

に
市
場
が
拡
大
す
る
こ
と
が
期

待
で
き
る
。

　

ま
た
、
こ
う
い
っ
た
新
規
家

電
商
品
や
住
宅
設
備
機
器
が
市

場
に
浸
透
し
、
普
及
拡
大
し
て

い
く
た
め
に
は
メ
ー
カ
ー
や
販

売
店
の
努
力
だ
け
で
な
く
、
国

か
ら
の
助
成
金
や
電
力
会
社
な

ど
の
関
連
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
等
の

後
押
し
が
必
要
と
な
っ
て
く
る

が
、
電
気
温
水
器
と
同
様
、
Ｉ

Ｈ
ク
ッ
キ
ン
グ
ヒ
ー
タ
ー
の
普

及
促
進
に
つ
い
て
も
季
時
別
の

電
気
料
金
制
度
が
設
け
ら
れ
て

い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
電
力
料
金
制
度

を
有
効
に
活
用
す
る
こ
と
で
、

顧
客
に
と
っ
て
も
電
気
料
金
を

安
く
抑
え
ら
れ
る
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
。

　

ま
た
販
売
側
に
お
い
て
も
、

そ
の
地
区
の
電
力
会
社
が
ど
の

よ
う
な
料
金
制
度
を
設
け
て
い

る
か
、
し
っ
か
り
把
握
し
顧
客

に
伝
え
る
こ
と
で
販
売
に
よ
り

弾
み
が
つ
く
こ
と
に
な
る
。

　

　

家
庭
用
電
圧
の
2
倍
の
電
圧
を
使
用
す
る
「
2
0
0
ボ
ル
ト
家
電
」
が
一
般
家
庭
に
浸
透
し

始
め
て
い
る
。
そ
の
代
表
格
と
し
て
最
近
消
費
者
の
間
で
は
そ
の
経
済
性
や
安
全
性
、
快
適
性

へ
の
高
ま
り
か
ら
、
Ｉ
Ｈ
調
理
器
（
ク
ッ
キ
ン
グ
ヒ
ー
タ
ー
）
が
注
目
を
浴
び
て
い
る
。
2
0

0
1
年
の
出
荷
台
数
は
約　

万
台
と
3
年
前
の
約
7
倍
に
達
す
る
見
通
し
で
、
Ｉ
Ｈ
ク
ッ
キ
ン

37

グ
市
場
は
急
速
に
そ
の
規
模
を
拡
大
し
て
い
る
。
高
い
電
圧
を
活
用
し
て
短
時
間
で
料
理
が
で

き
る
2
0
0
ボ
ル
ト
タ
イ
プ
Ｉ
Ｈ
ク
ッ
キ
ン
グ
ヒ
ー
タ
ー
の
普
及
は
、
単
相
3
線
式
へ
の
配
線

工
事
、
専
用
コ
ン
セ
ン
ト
を
つ
く
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
電
気
工
事
業
者
に
と
っ
て
は
需

要
家
と
直
接
や
り
取
り
す
る
こ
と
で
、
エ
ア
コ
ン
や
洗
濯
乾
燥
機
な
ど
他
の
「
2
0
0
ボ
ル
ト

家
電
」
の
新
規
需
要
の
起
爆
剤
と
し
て
絶
好
の
提
案
材
料
に
な
る
。

不
況
の
中
、

販
売
促
進
が
期
待

で
き
る
商
品

社
会
構
造
の
変
化

に
よ
り
2
0
0
ボ

ル
ト
化
が
主
流
に

ビ
ル
ト
イ
ン
タ
イ

プ
の
需
要
は
引
き

続
き
拡
大
方
向
へ
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販 売 店 の メ リッ ト

儲けが大きく、工事もカンタン。
○単価が高い商品なので売上アップが見込める

○工事費の売上が見込め、しかも短時間でカン

　タンに工事が出来る

○ ＩＨ専用鍋の売上も見込める

広告スペース
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